
日

本

科

第

四

巻

説震
Eミ

外

函原

著

第

或

競

肝
動
脈
結
勢
ノ
賓
験
的
研
究
（
第
二
報
）

伊
丹
昌
弘
一

g

一一肌町民一。回

。町沖｝回。

白

河

吋
K
Z
H
H
N
h
F
吋
M
W

一
回
。
属
国
。
出
・
〉

1
0『】
『
・

。ロ

r
。唱丘一。

脚・・噌
担圃圃． 

－0
2

二一
5
0
2
宮市。品目白

2
2山
口
。
ご
r
o
H

o々
g
H
E宮
巴
巳

d
E
2
2
x
u
w・
（
早
旦
同
町
。
自
民
ロ
0
・）

京
都
帝
岡
大
島
・
間
百
撃
部
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
）

大
事
院
皐
生

賓
験
第
四

右

繕

枝

結

紫

家
兎
第
二
十
八
競
雄
鰭
重
二
一
八

O
天。

術
後
九
日
以
後
下
痢
ア
リ
。
十
四
日
終
死
。

剖
検
u

－

m管
内
注
入
ユ
ヲ
リ
右
終
枝
米
精
断
端
品

ρ

注
入
液
ノ
進
入
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
確

ム。肝
臓
内
眼
的
所
見
。
右
業
前
部
ハ
前
方
椛
隔
膜
後
方
大
綱
膜
ト
繊
維
性
癒
着
ヲ
管
ミ
業
中

央
ヨ
リ
上
方
？
肉
眼
的
ニ
幾
化
ヲ
認
メ
ズ
。
主
（
下
方
ノ
牛
パ
ハ
全
部
繊
維
性
被
膜
一
一
被
包

セ
ラ
ル
。

組
織
畢
的
所
見
。
右
業
前
部
下
品
宇
都
ハ
壊
死
シ
全
部
結
締
織
ノ
厚
キ
暦
ヲ
有
ス
ル
壁
＝
テ

滋
包
セ
ラ
ル
。
其
ノ
内
方
ユ
ハ
壌
列
府
組
織
ヲ
滋
ス
、
結
締
織
暦
ゆ
所
々
褐
色
々
素
ヲ
含

第
四
巻

，...、
原

著

擁立

醤
皐
士

安

左

衛

門

堀

有
セ
ル
巨
態
細
胞
7
認
ム
。

家
兎
第
二
＋
丸
鵠
雌
穂
重
三
二

O
瓦。

術
後
二
十
一
日
下
痢
／
府
用
品
終
死
。

剖
検
ν

右
業
前
部
ハ
其
下
端
ハ
大
網
膜
ト
、
後
方
ハ
胃
壁
、
前
方
山
積
隔
膜
、
左
方
ハ
左

葉
ト
強
ク
病
者
セ

p
。
色
素
液
血
管
内
注
入
－
一
ヨ

p
、
右
禁
後
部
＝
入
ル
終
枝
ハ
固
有
肝

動
脈
中
央
ヨ
リ
右
方
一
？
悶
テ
分
岐
シ
、
其
右
業
後
部
品
入
ル
前
ニ
一
枝
ヲ
尚
シ
、
お
葉
前

部
ニ
入
ル
ヲ
認
ム
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
業
前
部
ρ
其
上
部
約
一
糠
径
／
部
肉
眼
的
＝
強
化
ヲ
認
メ
ズ
此
他

ハ
全
部
帯
責
灰
白
色
一
ニ
費
色
セ

H
。
胸
部
畠
ハ
充
満
シ
、
路
道
ハ
遁
ズ
。
此
他
ノ
各
葉
愛
化

二

O
九

（第
t
削
減

一、．〆



第
四
谷

F『

原

著
、」

摺

ナ
シ
。

肝
臓
組
織
率
的
所
見
。
壊
死
肝
組
織
ハ
品
同
五
日
輪
廓
ヲ
保
持
セ
リ
。
其
健
常
部
－
一
艶
ス
ル
境

界
ハ
第
二
十
八
時
蜘
家
兎
所
見
ト
等
シ
。

家
兎
第
三
＋
践
雄
憾
重
一
五
六
O
京。

術
後
凶
十
六
日
殺
。

剖
検
。
右
葉
前
部
ハ
大
綱
及
胃
壁
ト
強
タ
癒
着
セ
リ
。
血
管
内
注
入
ユ
ヨ
リ
米
柑
断
端
一
一

モ
注
入
液
／
進
入
ス
ル
ヲ
認
メ
其
原
因
ヲ
探
究
λ

ル
－
二
枚
左
終
牧
ヨ

P
山
山
デ
、
右
仙
将
校

／
正
＝
肝
葉
＝
入
ラ
ン
ト
ス
ル
際
三
連
絡
セ
ル
ヲ
認
ム
。

肝
臓
ハ
各
葉
共
？
肉
眼
的
＝
モ
組
織
墜
的
ユ
モ
幾
化
ヲ
認
メ
難
シ
。

家
兎
第
三
＋
－
務
雄
惚
重
一
五
五

O
京。

術
後
五
十
二
日
殺
。

剖
検
。
肝
臓
方
形
葉
及
右
業
前
部
ハ
大
綱
膜
叉
ハ
胃
壁
ト
癒
者
セ
リ
。
色
素
液
血
管
内
注

入
＝
ヨ
リ
右
終
枝
米
精
断
端
品
ハ
注
入
液
／
進
入
ヲ
認
メ
ズ
ト
雄
、
右
業
後
部
＝
向
フ
終

伎
ハ
胃
十
二
指
麟
動
脈
分
岐
後
間
モ
無
ク
分
岐
シ
門
脈
ノ
上
方

（A
Z
2臼｝）
ヲ
通
過
シ

テ
右

葉
後
部
ユ
入
ル
前
－

r於
テ
一
枚
ヲ
出
シ
肝
腎
抑
制
待
ノ
右
側
ヲ
肝
門
品
達
シ
右
葉
前
部
－
一
入

レ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
e

各
業
北
ハ
崎
製
化
ヲ
認
メ
ズ
。

組
織
事
的
所
見
。
右
葉
前
部
－
一
於
テ
径
＼〉
・
ニ
粍
内
外
数
箇
／
肝
細
胞
／
壊
死
部
7
詮
明

ス
。
其
周
閤
＝
ハ
部
キ
結
締
織
暦
ア
リ
テ
壊
死
セ
ザ
ル
部
ト
会
ク
隔
離
セ
リ
。
壊
死
肝
細

胞
柱
ρ

凡
テ
某
輪
廓
7
保
持
ス
。

家
兎
第
三
・
十
二
銭
雌
穂
重
一
一
七
一
リ
一丸。

術
後
八
十
三
日
樫
重
増
加
シ
テ
一
二
六

O
ヌ
ト
ナ
ル
。
於
葱
五
%
「
リ
チ
オ
ン
カ
ル
ミ
ン
」

水
溶
液
ヲ
術
後
八
十
四
日
、
八
十
五
日
＝
ハ
各
大
路
、
八
十
六
日
七
採
、
八
十
七
日
八
邦

ヲ
耳
静
脈
－
一
法
入
シ
最
終
注
射
後
十
時
間
ニ
シ
テ
殺
。

剖
検
。
腹
腔
内
諸
臓
器
染
色
／
吠
態
家
兎
第
六
披
所
見
－
一
似
タ
リ
。
左
業
後
部
ハ
其
右
縁

貰
輪
第
五

左

格

技

結

業

二一

O

（
第
京
競

一一）

＝
於
テ
胸
糊
婆
ト
強
ク
品
別
晶
一
個
セ

w，
。
色
阜
県
液
血
管
内
注
入
－
一
ヨ
リ
右
仙
将
校
モ
亦
注
入
液
ヲ
含

ム
。
其
原
因
3
探
究
シ
テ
4
1
ノ
事
賞
ヲ
確
メ
得
夕
日
。
右
葉
後
部
＝
ー
肉
フ
終
枝
ハ
悶
有
肝

動
脈
ノ
中
央
ヨ
リ
右
方
ユ
八
万
岐
シ
テ
間
モ
無
ク
一
枝
（
イ
〉
ヲ
肉
シ
、
肝
腎
抑
制
幣
／
右
側
ヲ

経
テ
右
終
枝
未
精
断
端
ト
連
絡
セ
リ
。
品
同
本
終
枚
／
右
築
後
部
＝
入
ル
前
子
向

一
枚
〈
ロ
）

ヲ
肉
シ
、
夏
＝
肝
間
判
明
帯
ノ
右
側
ヲ
緩
テ
直
－
ニ
ね
葉
前
部
一
一
入
ル
。
其
布
葉
前
部
－
一
入
ル

前
－
T
於
テ
（
イ
〉
枝
ト
連
合
セ
ロ
シ
。
倫
胃
十
二
指
腸
動
脈
ヨ
リ
一
村
山
内
デ
、
門
脈
上
方

4
2
2と
）
ヲ
絞
テ
其
右
側
＝
出
ヂ
右
業
後
部
品
入
札
川
毛

r
ア
リ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
各
禁
止
ハ
袋
化
ヲ

認
メ

難
シ。

組
織
事
的
所
見
u

右
葉
前
部
一
一
於
テ

0
・一

1
0
・
五
粍
径
ノ
形
状
不
規
則
ナ
ル
部
ニ
於
テ

肝
細
胞
原
形
質
中
品
多
少
／
色
素
頼
粒
ヲ
認
ム
ル
モ
品
川
一
般
－
一
淡
赤
色
品

目
色
シ

、
核
毛

亦
略
英
輪
廓
ヲ
認
メ
得
ル
モ
、
原
形
質
ヨ
リ
ハ
精
機
赤
色
ニ
染
色
セ
ル

ヲ
認
ム
ル
部
ア
リ
。

而
シ
テ
此
等
退
行
鑓
性
ヲ
認
ム
ル
肝
細
胞
ハ
正
常
ナ
ル
肝
細
胞
／
問
ニ
介
有
シ
テ
存
シ
、

且
ツ
切
片
標
本
ノ
比
較
的
燦
汎
ナ
ル
部
分
－
一
散
在
セ
り
。
他
ノ
肝
業
ヨ
リ
作
リ
シ
切
片
－
一

ハ
全
然
知
斯
愛
化
ヲ
認
メ
難
シ
。

｛
家
兎
第
一
一
？
？
三
披
雄
惚
重
一
六
九

O
叉。

術
後
動
物
ノ
憾
重
ハ
漸
次
増
加
シ
、
術
後
九
十
八
日
一
九

O
O
気
ニ
逢
ス
。
於
益
五
%
「
リ

チ
オ

ン
カ

ル
ミ
ン
」
水
溶
液
ヲ
九
十
七
日
百
日
＝
ハ
各
大
路
宛
、
百
一
日
－
一

ハ
七
銘
、
百

一
一
日
ユ
八
路
7
耳
静
脈
内
一
ご
注
入
シ
、
最
終
／
注
入
ヨ
り
十
時
間
7
料
テ
殺
。

剖
検
。
腹
腔
内
諸
臓
器
染
色
／
状
態
第
六
掛
川
家
見
＝
一
似
ダ
リ
。

右
薬
前
部
後
面
、
勝
奨
及
其
周
囲
ハ
胃
壁
ト
被
差
シ
、
右
終
枝
被
断
部
ユ
ハ
ガ
形
葉
煩
着

セ
リ
。
血
管
内
詮
入
－
一
ヨ
リ
末
梢
断
端
ハ
依
然
ト
シ
テ
色
素
液
プ
含
ム
。
其
原
因
ハ
悶
宥

肝
動
脈
ヨ
リ
分
岐
セ
シ
所
ヨ
リ
約
一
縄
米
柑
部
左
終
枝
ヨ
リ
一
枚
出
，f

、
肝
臓
資
質
内
ヲ

遜
過
シ
テ
右
終
枝
／
米
檎
断
端
ト
連
絡
セ
ル
ユ
ヨ
ル
。

肝
臓
各
葉
共
肉
眼
的
ニ
モ
組
織
撃
的
エ
モ
壊
死
竃
ヲ
認
メ
ズ
。
色
素
撤
取
ノ
状
態
＝
モ
亦

努
化
ヲ
認
メ
難
シ
。



自
家
兎
第
三
＋
四
競
雌
惚
重
一
凶
九

O
K。

術
後
九
日
頃
ヨ
リ
下
痢
ヲ
慾
へ
十
六
日
輪
開
死
。

剖
検
u

色
素
液
胤
管
内
法
入
－
－
ヨ
り
末
梢
断
端
一
一
ハ
注
入
波
ヲ
認
メ
ザ
ル
モ
、
右
胃
冠
動

脈
分
校
前
ノ
肝
動
脈
ヨ
リ
一
校
出
ヂ
、
肝
腎
級
州
市
ノ
左
側
ヨ

p
左
葉
＝
入
ル
7
認
ム
。

肝
臓
ハ
肉
眼
的
＝
モ
組
織
率
尚
一
一
モ
掛
変
化
ヲ
認
メ
難
シ
。

家
兎
第
三
＋
五
競
雌
組
重
一
五

O
O京。

術
後
十
八
日
＋
九
日
五
%
「
リ
チ
オ
ン
カ
ル
ミ
ン
」
水
溶
液
各
五
銘
宛
、
二
十
日
六
認
、
二

十
一
、
二
十
二
日
各
八
銘
宛
耳
静
脈
内
＝
注
入
シ
最
後
ノ
注
入
後
京
時
間
ユ
シ
テ
殺
。

剖
検
ω

腹
腔
内
諸
臓
器
染
色
ノ
朕
態
第
六
時
抗
家
兎
－
一
等
シ
、
肝
臓
左
右
葉
下
端
一
部
腹
壁

ト
癒
着
セ

p
o

血
管
内
色
素
液
注
入
＝
ヨ
リ
甚
ダ
複
雑
ナ
ル
連
絡
ア
り
。
卸
チ
右
宵
冠
動
脈
（
へ
）
分
岐
前
一

一
一
肝
動
脈
ヨ
リ
一
枚
出
J
T

、
直
－
二
↓
枝
－
二
万
レ
、
一
枝
〈
イ
）
ハ
其
経
過
中
二
箇
所
＝
於
テ
一

固
有
肝
動
脈
（
ホ
）
ト
連
A
V
セ
シ
後
左
終
枝
米
精
断
端
ヨ
り
直
チ
＝
分
岐
U
左
業
前
部
＝
向
一

第
凶
血
管

F吋
原

堀

著
L」

フ
一
枝
へ
こ
ト
連
合
セ
り
。
一
枚
（
ロ
）
ハ
又
夏
－
－
ニ
傑
－
士
一
万
レ
テ
一
保
ハ
直
一
－
方
形
禁
中

－
一
入
｝
、
一
係
ハ
肝
胃
靭
併
／
左
側
ヲ
終
由
シ
テ
上
記
左
校
／
枝
〈
－
一
）
ト
迎
合
セ
リ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
ω

右
葉
凡
テ
強
化
ナ
シ
左
葉
ハ
前
後
部
共
表
面
ユ
モ
割
面
－
－
モ
所
々
開

針
頭
大
武
（
色
甚
淡
ナ
ル
部
ア
リ
。

組
織
率
的
所
見
。
壊
死
龍

一
般
－
7
小
ナ
ル
ガ
騎
片
品
其
巾
心
部
ニ
於
テ
原
形
質
及
核
北
ハ
品
会

ク
染
色
セ
ザ
ル
肝
細
胞
柱
ノ
問
z
多
倣
／
岡
形
細
胞
叉
ハ
葉
桜
／
小
塊
e

一
胤
渓
シ
テ
黒
色

－
一
染
色
セ
ル
モ
ノ
ヲ
認
メ
、
其
周
囲
＝
一
於
テ
肝
細
胞
及
核
共
ニ
－卒
等
＝
赤
染
セ
ル
部
ア

D

周
遁
部
ユ
於
ア
赤
色
ノ
減
序
ナ
ル
ハ
一
般
ユ
一
核
ガ
濃
赤
色
司
染
色
セ
ル
＝
ヨ
ル
モ
／
ナ
ル

ベ
シ
。
夏
三
壊
死
部
ノ
附
近
ユ
ハ
多
数
／
赤
色
斑
ヲ
認
ム
。
此
部
＝
ハ
多
数
／
泉
北
」
細
胞

ガ
或
ハ
図
形
ヲ
墨
シ
、
或
ハ
其
形
甚
大
－
一
シ
テ
ニ
筒
乃
至
三
｜
五
箇
／
核
ヲ
有
シ
、
其
形

状
多
種
多
様
ユ
シ
テ
明
－
二
堵
団
地
ヲ
詮
明
ス
。
中
心
静
脈
ノ
附
近
ユ
於
テ
ハ
静
脈
資
ハ
一
般

－
一
廓
大
シ
、
其
内
股
ハ
茂
色
ノ
赤
血
球
ヲ
以
テ
充
満
シ
、
此
部
－
一
於
テ
甚
多
数
／
足
一千
者

胸
／
各
種
各
様
ヲ
与
ス
ル
ヲ
認
ム
。

家

兎

第

三

＋

穴

競

峨

鰻
重
二
七
九

O
瓦。

術
後
四
十
三
日
殺
。

剖
検
。
左
葉
前
後
部
ハ
前
ガ
ハ
横
隔
膜
ト
、
下
方
ト
後
方
ハ
大
網
膜
及
胃
壁
ト
強
ク
癒

セ
リ
。
色
素
液
血
管
内
法
人
ユ
ヨ
リ
中
断
問
・部
断
端
ρ

認
メ
得
タ
ル
モ
癒
着
甚
ク
シ
テ
末
梢

／
状
態
プ
詳
方
Z

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
リ
キ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
葉
各
部
費
化
ナ
シ
。
左
禁
前
後
部
ハ
殆
ン
ド
其
原
形
ヲ
止
メ
ズ
。
凡

テ
一
一
塊
ト
ナ
リ
前
後
雨
部
ノ
境
界
亦
不
明
ナ
リ
。
ロ
ハ
ダ
其
前
面
－
二
部
正
常
部
ト
岡
山
ハ
ル

、
肝
組
織
ヲ
認
ム
ル
モ
此
部
モ
亦
甚
非
薄
ナ
リ
。
而
シ
テ
波
動
ア

H
切
割
ス
レ
パ
大
小
各

二
箇
／
薬
腫
ヲ
認
メ
、
大
ナ
ル
モ
ノ
、
下
方
ユ
ア
ル
モ
J

ρ

長
径
五
糎
、
一
短
径
三
糎
、
上

方
昌
ア
ル
モ
ノ
ハ
長
径
五
縮
、
銀
径
二
権
、
小
チ
ル
濠
腫
ハ
筏
約
一
一
機
及
ニ
腹
＝
シ
テ
、

大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
内
燃
互
ユ
交
遁
セ

p
。
裏
腹
ノ
内
容
ハ
黄
色
泥
状
物
ユ
シ
テ
繊
維
性
／

壁
ヲ
宥
シ
、
其
内
面
昌
ハ
灰
白
色
ノ
一
層
ア
リ
。（借

帰
京
競

、d



第
四
谷

F「

原

著
....... 

府，

組
織
墜
的
所
凡
。
右
菜
園
営
化
ナ
シ
。
左
業
＝
ハ
肝
組
織
／
残
存
部
甚
ダ
・
少
ク
。
褒
腫
壁
ハ
一

一
般
一
一
厚
キ
結
締
織
暦
（
0
・
7
1
0
・
ニ
纏
〉
ヨ
り
ナ
リ
。
内
面
ユ
ハ
肝
組
織
ノ
全
部
壊
死
一

シ
宵
其
輪
廓
ヲ
存
λ

ル
小
片
ノ
多
数
ヲ
認
メ
壊
宛
組
織
／
中
間
ニ
ハ
壁
ユ
按
セ
ル
部
＝
於
一

テ
所
々
図
形
細
胞
ノ
集
族
7
認
ム
。
結
締
織
居
中
Z

ハ
血
管
路
管
、
叉
ハ
島
崎
吠
－
一
回
残
存

一

セ
ル
肝
細
胞
ノ
一
群
、
叉

ρ
2．
（
著
シ
ク
痕
制
セ
ル
モ
ノ
等
ヲ
議
ス
。
竣
存
肝
組
織
中
部
員
臆

一

壁
卜
叫
州
法
午
モ
／
－
－
ア
リ
テ
ハ
肝
細
胞
柱
ハ
著
シ
ク
痩
制
シ
、
此
部
品
於
ケ
ル
血
管
ハ
充

一

計
シ
、
肝
畑
山
川
住
ノ
問
＝
亦
問
機

－
一
赤
色
球
ヲ
以
テ
充
タ
サ
ル
。
壊
列
部
ト
竣
存
組
織
一

ト
混
在
セ
ル
部
ユ
於
テ
ハ
血
管
／
充
致
、
肝
細
胞
／
痩
削
上
託
ト
等
シ
ク
細
胞
間
際
ノ
燦
－

サ
ハ
細
胞
位
ノ
約
三

l
四
位
畑
一
ニ
逢
シ
此
閉
－
一
モ
亦
多
数
ノ
赤
血
球
充
満
セ
リ
。
之
等
竣
存

組
織
ト
壊
死
組
織
ト
ハ
交
互
錯
綜
シ
テ
存
シ
其
境
界
一
一
ハ
結
締
織
層
ア
札
阿
部
ア
リ
。
叉
ハ

無
キ
部
ア
リ
。
一
般
－
T
結
締
織
ノ
著
明
ノ
増
稽
ヲ
認
メ
結
締
織
中
叉
ハ
壊
死
組
織
一
品
波
シ

テ
所
々
岡
形
細
胞
／
緊
笈
7
認
ム
。

家
兎
第
三
十
七
線
維
煙
車
一
九
五

O
叉。

剖
検
u

左
業
前
部
ハ
前
方
ハ
一
部
横
隔
膜
ト
後
方
ハ
宵
時
一一
ト
癒
箸
セ
リ
。
色
素
液
胤
管
内

注
入
＝
ヨ
リ
左
崎
将
校
ハ
切
断
部
ヨ
リ
米
粉
－
－
於
テ
二
枚
（
f
〉
及
（
H

）
ヲ
左
業
前
部
品
嗣
叫
ハ
へ

テ
後
左
奨
後
部
＝
入
ル
（
ハ
）
。
今
色
素
液
進
入
／
状
態
ヲ
見
ル
品
其
左
葉
前
部
－
一
入
ル
二

枚
／
内
中
根
部
ヨ
リ
分
岐
セ
シ
モ
ノ
（
イ
）
－
－
於
テ
色
素
、
液
其
米
輸
ヨ
リ
充
寅
シ
漸
・
次
流
レ

テ
左
仙
将
校
ノ
木
幹
ユ
逢
ン
之
レ
ヨ
リ
再
ピ
米
精
一
一
向
ヒ
（
ロ
）
ヲ
経
テ
左
築
前
部
－
一
（
ハ
）
ヲ

経
テ
左
葉
後
部
＝
入
ル
ヲ
認
ム
。
於
輩
（
イ
）
枚
ヲ
肝
資
質
内
－
ご
追
求
セ
シ
モ
右
葉
前
部
一
一

入
リ
テ
ヨ
り
其
走
肉
ヲ
明
ユ
ス
ル
ヲ
得
ザ
リ
キ
。

責
駿
第
一

l
第
五
成
績
大
観

一一一一一
（
第
戒
競

凶
'-' 

肝
臓
＝

ρ

誇
肝
葉
北
ハ
肉
眼
的
＝
モ
組
織
準
的
＝
モ
渓
死
部
ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
。

家
兎
第
一
－
一
＋
八
競
雄
悦
重
一
四
二

O
瓦。

術
後
七
十
二
日
殺
。

剖
検
。
血
管
内
注
入

一一一－
A

リ
左
仙
秒
校
分
岐
前
回
有
肝
動
脈
ヨ
リ

一
校
出
デ
、
肝
門
ユ
達
シ

左
業
前
後
部
二
入
ル
ヲ
認
ム
。

肝
臓
各
業
主
ハ肉
眼
的
z
’t
組
織
接
的
－
一
モ
崎
営
化
ヲ
芯
メ
ズ
。

｛
粂
兎
第
一
二
十
九
競
雄
鐙
章

一一－一

O
O京。

術
後
動
物
ノ
健
重
円
増
加
シ
九
十
日
＝
ハ
一
九
六

O
京
－
手
作一
九
於
鼓
五
%
「
u
y
チ
オ
ン
カ

ル
ミ
ン
」
水
溶
液
7
九
十
一
日
、
九
十
二
日
ニ
ハ
各
J

ハ
花
、
九
十
三
日
七
施
、
九
十
問
日

八
施
、
九
十
五
日
九
犯
ヲ
耳
静
脈
内
ユ
注
入
シ
、
最
後
ノ
リ
け
入
依
六
時
間
＝
シ
テ
殺
。

剖
検
。
腹
腔
内
諸
臓
器
染
色
ノ
吠
態
家
兎
第
六
時
誠
二
似
タ
リ
。
肝
動
脈
左
終
校
裁
断
部
－
一

左
業
後
部
ノ
右
縁
癒
着
セ
リ
。
色
素
液
血
管
内
法
人
＝
ヨ
リ
。
切
断
部
ヨ
リ
末
梢
部
モ
亦

注
入
セ

ラ
ル
勾
之
ヲ
追
求
ス
レ
パ
左
葉
前
後
部
／
問
、
肝
門
ユ
於
テ
略
左
枝
ト
岡
大
／
動
脈

左
業
前
部
質
賃
内
ヨ
リ
後
部
資
質
内
＝

入
ル
モ
ノ
が
先
ヅ
、
充
殺
ス
ル

ヲ
認
ム
、
然
レ
ド

モ
之
ヲ
追
求
ス
ル
モ
其
起
始
部
ヲ
明
＝
ス
ル
ヲ
得
ザ
り
キ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
ω

左
業
前
部
前
面
中
央
部
＝
径

0
・
五
概
ノ
部
周
闘
肝
州
問
機
ユ
比
シ
精

強
ク
赤
染
セ
ル
部
ア
ロ
。
此
他
肉
眼
的
ユ
ハ
各
業
共
－
一
一
唆
化
ナ
シ
。

組
織
曲
学
的
所
見
ω

左
葉
前
部
鑓
色
部
及
左
葉
前
後
部
ュ

ρ

所
々

0
・一

0
・
五
粍
径
／
部

壊
死
セ
リ
。
大
健
家
兎
第
三
十
五
競
ユ
一
似
タ
リ
。
只
ダ
此
例
ユ
於
テ
ハ
図
形
細
胞
穆
潤
ナ

ク
貝
星
学
」
細
胞
ノ
著
明
／
増
殖
7

詮

セ

ズ

。

．

上

来

記

ス

Y
所

ニ

ヨ

y
或
A

肝
動
脈
結
染
ノ
部
位
－
一
ヨ

y
、
又
A

同
一
部
位
ノ
結
紫
－
一
於
－
ア
モ
肝
臓
若
ク
？
試
獣
ノ
之
－
三
割
ス
M
Y

反
膳
－
－
種

々

ノ

差

ア

M
Y

コ

ト

明

ナ

y
。
此
等
種
々
ノ
差
ヲ
各
賞
験
相
互
ノ
間
－
－
比
較
セ
ン
ガ
濡
品
、
第
一
、
安
全
率
、
郎
全
ク
肝
臓
－
－
鍵
化
ナ
カ
リ
シ
数
、

第

二

、

融

持

死

率

、

第

三

、

肝

臓

壊

死

部

ノ

大

小

二

Z
7観
察
ス
M
F

所
ア
ヌ
ン
ト
ス
。



第
一
、
安
全
率
印
肉
眼
的
－
一
モ
組
織
率
的
ニ
モ
一
獲
化
ナ
カ
リ
ジ
例
ヲ
皐
グ
レ
バ
、
賞
験
第

一
二
一
於
ア
A

試
験
総
数
ノ
七
分
ノ
一
一
（
家
兎
第
四
、

第
五
競
）
貫
験
第
二
－
一
於
－
Y

A

其
八
分
ノ
一
（
家
兎
第
十
四
競
）
、
質
験
第
三
－
一
於
ア
A

試
獣
総
数
十
二
二
割
ジ
一
例
毛
無
農
化
ノ
例
無
グ
、
賞

験
第
四
二
於
－
プ
A

英
三
分
ノ
一
（
家
兎
第
三
十
競
、
第
三
十
三
競
）
、
質
験
第
五
ニ
於
ア
A

其
二
分
ノ
一
（
家
兎
第
三
十
四
、
三
十
七
、
三
十
八

競
）
－
一
営

y
。
郎
安
全
牽
・
ヨ
リ
観
察
ス
レ
バ
賓
験
第
四
、
第
五
、
首
位
ニ
ア
リ
。
質
駿
第
一
之
－
一
夫
ギ
、
貫
験
第
二
夏
－
一
之
－
ア
次
ギ
、
質
験
第

三
、
最
下
位
一
一
ア

9
0

第
二
、
幾
死
率
－
A

賓
験
第
一
、
七
分
ノ
三
、
貫
験
第
一
一
、
八
分
ノ
三
、
質
験
第
三
（
ム
）
二
分
ノ
つ
（
B
）
三
分
ノ
二
、
質
験
第
四
、
六
分

ノ
一
、
賞
験
第
五
－
一
於
－
ア
A

一
例
ノ
鎗
死
ア
Y

モ
肝
臓
ニ
獲
化
ヲ
認
メ
ザ
η
ノ
ジ
事
質
ト
下
痢
ヲ
患
ヒ
ジ
事
賞
ト
ヲ
封
照
ス

Y
ト
キ
、
死
因
ヲ
下

痢
ニ
蹄
ス
ペ
グ
、
賞
験
第
四
ノ
一
例
モ
共
－
一
下
痢
ヲ
患
ヒ
シ
モ
ノ
ナ
Y

モ
此
例
－
一
於
－
プ
A

肝
葉
ニ
壊
死
ヲ
認
メ
タ

y
。
印
鎗
死
率
ヨ
η
ノ
観
Y
ト

キ
A

、
賢
験
第
三
最
高
位
ア
占
メ
、
賓
験
第
一
、
第
二
、
之
－
一
究
ギ
質
験
第
四
、
第
五
最
モ
少
ジ
。

第
三
、
肝
臓
獲
化
ノ
大
小
A

直
－
一
姥
死
率
ト
一
致
セ
ズ
。
癒
着
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
壊
死
部
ガ
全
グ
腹
腔
ト
隔
離
セ
ラ
Y

、
場
合
一
二
比
較
的
大
ナ

y
部
分
ノ
壊
死
モ
動
物
ノ
生
命
一
一
支
障
ヲ
及
ポ
ナ

v
y
コ
ト
家
兎
第
二
十
六
銃
、
第
十
九
競
－
一
見
Y
所
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
事
質
此
周
閏
ト
ノ

癒
着
ガ
如
何
／
程
度
迄
起
リ
ノ
得
Y
カ
ι

始
メ
ヨ
ク
断
定
橡
測
シ
得
ペ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
－
一
先
ヅ
壊
死
部
ノ
大
小
ヲ
以
ア
危
険
度
ノ
高
下
ヲ
判

定
ス

Y
ヲ
妥
常
ト
ス
ペ
シ
。
然
Y
ト
キ
A

大
韓
－
一
一
於
－
プ
賞
験
第
三
、
国
有
肝
動
脈
ノ
結
強
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
最
庚
汎
－
一
ジ
ア
業
内
（
A
）
A

（B
）
ト
大

差
ナ
ク
。
賞
験
第
二
之
一
一
衣
ギ
、
質
験
第
一
一
見
－
一
之
一
一
究
ギ
、
賓
駿
第
四
、
第
五
－
一
於
テ
A

壊
死
ノ
範
図
最
小
ナ
η
ノ。

如
上
三
種
ノ
観
察
ノ
方
法
、
大
健
一
一
於
ア
同
一
結
果
－
一
蹄
着
ス
。
郎
チ
本
質
験
ノ
範
園
－
一
一
於
－
ア
ハ
何
レ
ノ
部
一
一
ア
肝
動
脈
ヲ
結
設
ス

Y

モ、

肝
臓
ノ
麓
化
ヨ
リ
ノ
観
Y

－
一
絶
封
的
一
一
安
全
ト
稗
ス
ペ
キ
所
ナ
ジ
。
安
全
率
最
モ
高
キ
賓
験
第
四
、
第
五
－
一
於
－
プ
モ
全
然
肝
臓
一
一
制
捜
化
ヲ
認
メ
ザ

リ
ノ
ジ
モ
ノ
A

約
五
O
M
F
ナ
リ
。
従
－
ア
肝
動
脈
ノ
結
紫
－
一
一
炉
、
ァ
λ

只
ダ
比
較
的
－
一
安
全
率
乃
至
危
険
率
ノ
高
下
ア
論
ズ

Y

程
度
以
外
一
一
A

進
ミ

得
ザ

Y

モ
ノ
ナ

y
。
何
ト
ナ
レ
バ
肝
動
脈
A

本
来
肝
臓
ノ
血
行
－
一
封
シ
必
要
快
ク
ペ
カ
ラ
ザ
Y

血
管
ナ
Y
ガ
故
一
一
、
仮
令
賓
駿
第
一
ニ
一
於
－
プ

胃
十
二
指
腸
動
脈
及
右
胃
冠
動
脈
－
一
ヨ

Y
交
通
ア

7
0
叉
質
験
第
二
－
一
於
－
ア
右
胃
冠
動
脈
－
一
ヨ

Y
交
通
ア
リ
ノ
。
従
－
プ
質
験
第
一
、
第
二
－
一
於

第
四
谷

F園、
原

著....... 

持i¥
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（
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m
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掛
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第
四
巻

F園、
原

箸
w 

Wl 

二
一
四

（
第
式
競

ム
ハ
）

4

プ
A

此
等
動
脈
ヨ
η
ノ
動
脈
血
ノ
補
給
ヲ
受
グ
ペ
キ
事
A

疑
プ
ペ
キ
者
ナ
ク
、
且
ッ
貫
験
第
二
ヨ
η
ノ
モ
賓
験
第
一
ノ
方
、
交
通
枝
ノ
敷
モ
多
ク
、

加
フ
Y

一
一
胃
十
二
指
腸
動
脈
ノ
内
経
ガ
右
胃
冠
動
脈
ノ
内
径
－
一
比
ジ
－
プ
大
ナ

Y
ガ
潟
一
一
比
較
的
ニ
多
量
ノ
動
脈
血
ノ
配
給
ア
そ
ク
ペ
ク
、
従
－
プ

其
危
険
度

A賢
験
第
一
二
於
－
ア
第
二
ヨ

y
A
低
カ
グ
’
ペ
キ
モ
。
本
来
肝
動
脈
－
一
ヨ
U
Y

血
統
ガ
此
等
交
通
枝
－
一
ヨ
w
y

血
流
ヨ

y
モ
自
然
－
一
ジ
ア

且
ッ
大
ナ
M
Y

ペ
キ
コ
ト
A

貫
験
第
一
、
第
二
一
一
於
－
プ
モ
其
大
多
数
－
一
一
於
－
7
肝
賀
質
ノ
壊
死
ァ
来
ス
コ
ト
ユ
ヨ

ydプ
明
ナ

y
o

然
レ
ド
モ
之
ヲ
後
段
終
枝
切
除
ノ
例
一
一

同
様
ノ
好
結
果
ヲ
符
タ
リ
。

終
枝
ノ
結
強
－
一
於
－
プ
A

従
来
余
ノ
寅
験
一
一
一
於
ケ

Y
Jガ
如
キ
好
成
績
r
例
ナ
ジ
。

ハ
終
枝
ノ

就
47
見
Y

モ
亦
略

一
ノ
付
設
－
一
ジ
ア
、
第
二
二
円
十
二
指
腸
勤
脈
分
岐
前
ノ
結
集
、

印
余
ノ
賞
駿
ノ
範
回
一
一
一
炉
、
ァ
比
較
的
安
全
度
ノ
高
キ
モ
ノ

固
有
肝
動
脈
ノ
結
集
ノ
順
序

ヨ
y
順
衣
一
一
之
ヲ
排
列
ス

Y
ト
キ
コ
第
一

第
二
一
、

布
胃
冠
動
脈
分
岐
前
ノ
結
梨
、

第
四
、

然
レ

γ
モ
上
記
各
例
二
一
於
－
プ
汁
山
崎
セ
シ
ガ
如
ク
賞
駿
第
一
、
第
二
ノ
如
キ
大
ナ

Y
動
脈
－
一

ト

ナ
JV 。

ヨ
Y
交
通
ヲ
存
ス

Y
J刀
故
一
一
伺
此
外
一
一
存

ス
ペ
キ
多
少
ノ
副
血
行
ノ
如
キ
A

之
ヲ
論
ゼ
ザ
M
Y

モ
、
貫
験
第
三
－
一
於
J

ア
モ
貰
駿
第
四
第
五
一
一
於
ア
モ
全
ク
副
血
行
乃
至
交
通
枝
ヲ
有
セ
ザ
w
y

一、

場
合
ナ
シ
、
於
悲
余
プ
同
血
行
皮
交
通
枝
－
一

固
有
肝
動
脈
切
除
。

終
枝
一
部
切
除
。

ヨ
Y
動
脈
血
補
給
道
遮
断
ノ
目
的
ヲ
以
－
プ
下
記
ノ
如
ク
肝
動
脈
ノ
部
分
的
切
除
ヲ
行
ヘ
リ
ノ
。

三
、
回
有
肝
動
脈
及
終
校

Y
字
版
切
除
。
四
、
胃
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ヨ
リ
左
右
終
枝
ア
合
ム

肝
動
脈
ノ
切
除
之
レ
ナ

y。

賓
騒
第
六

固
有
肝
動
脈
切
除

固
有
肝
動
脈
ヲ
右
胃
冠
動
脈
分
岐
直
後
ヨ
ロ
左
右
終
枝
＝
分
岐
ス
ル
直
前
迄
ヲ
周
悶
組

織
ヨ

H
全
ク
剥
隙
シ
、
先
ヅ
終
枝
分
岐
直
前
z

於
テ
二
重
＝
一
新
焚
シ
雨
結
紫
ノ
間
二
於
テ

動
脈
ヲ
般
断
シ
、
夏
ユ
右
胃
冠
動
脈
分
岐
直
後
－
一
於
テ
二
重
二
一
結
耕
地
シ
雨
結
党
ノ
問
品
於

テ
動
脈
ヲ
伐
断
シ
。
雨
被
断
ノ
問
ユ
於
テ
動
脈
ヲ
全
ク
切
離
除
去
セ
リ
。

家
兎
第
四
＋
競
雌
惚
章
一
三
八

ofn
。

術
後
二
十
四
時
間
ニ
シ
テ
終
死
。

剖
検
。
如
例
色
素
液
ヲ
血
管
内
ユ
注
入
ス
ル
ニ
右
葉
後
部
－
一
向
7
絡
枝
ハ
右
胃
冠
動
脈
分

岐
前
＝
分
岐
シ
輸
路
管
ト
交
叉
シ
テ
其
背
側
ヲ
遁
過
セ

p
。
此
他
肝
胃
靭
幣
中
ユ
ハ
肉
眼

的
一
二
兆
メ
得
ベ
キ
胤
管
ノ
注
入
液
ヲ
含
ム
モ
ノ
ナ
シ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
主
後
山
＝
ハ
充
血
ヲ
認
ム
ル
ノ
ミ
。
其
他
／
肝
葉
凡
テ
「
チ
司
コ

レ
1
ト
」
様
色
調
子
主
シ
、
右
川
町
前
中
山
併
営
符
・
及
下
端
企
幅
約
二
粧
ノ
部
、
左
葉
前
後

部
下
端
方

μ挺
令
郎
、
灰
白
色
－
ニ
強
色
セ
リ
。

組
織
墜
的
所
見
。
遜
色
部
－
一
相
首
シ
テ
壊
死
ヲ
設
シ
健
常
部
ト
／
境
芥
＝
於
テ
ハ
何
等
ノ

反
臆
ヲ
モ
サ
－

T
ズ
。
其
他
肝
葉
高
度
ノ
充
血
7
認
メ
、
血
管
ハ
凡
テ
其
内
腔
・
売
店
貝
ン
内
容

ハ
赤
血
球
ナ
リ
。
肝
細
胞
柱
ノ
間
ニ
モ
赤
血
球
充
盈
セ
リ
。
右
葉
前
部
及
左
葉
一
般
一
三
核

染
色
ノ
皮
柑
淡
ナ
目
。



雄

煙
草
一
五

O
O
瓦。

家
兎
第
四
＋
－
一
揖

術
後
四
日
終
死
。

剖
検
叫
腹
腔
内
約
二
五
括
／
腹
水
ア
リ
。
色
素
液
血
管
内
注
入
－
一
ヨ
リ
右
葉
後
部
ユ
向
7

終
枝
ハ
国
有
肝
動
脈
／
中
央
ヨ
リ
分
岐
シ
従
テ
肝
動
脈
／
切
除
＝
際
シ
、
其
根
部
モ
共
－
一

故
除
セ
ラ
レ
、
米
仙
判
断
端
ハ
結
秒
間
セ
ラ
レ
ア
ル
モ
、
断
端
ヨ
リ
末
梢
部
一
一
モ
亦
詮
入
液
進

入
セ
リ
。
其
理
由
ハ
胃
十
二
指
腸
動
脈
ト
右
葉
後
部
ユ
入
ル
前
＝
於
テ
連
絡
校
ヲ
有
ス
ル

一
司
ル
。
品
同
胃
十
二
指
腸
動
脈
ヨ
ロ
一
枚
出
デ
、
、
肝
胃
判
明
帯
ノ
中
央
－
一
達
ス
ル
ヲ
認
ム

ル
モ
之
レ
ヨ
リ
末
梢
一
一
ハ
血
管
一
一
シ
テ
色
素
液
7
含
ム
モ
ノ
ナ
シ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
肝
臓
ハ
一
般
＝
淡
褐
色
ヲ
曇
シ
、
膿
嚢
ハ
半
パ
充
盈
シ
膿
道
ハ
遁
ズ

右
葉
後
部
及
尾
葉
一
一
一
壊
死
部
ヲ
認
メ
ズ
。
右
業
前
部
ハ
上
下
径
／
中
央
以
下
帯
絡
黄
色
一
一

竣
色
シ
、
遜
色
部
ノ
周
迭
ユ
ハ
灰
白
色
乃
歪
淡
紅
葉
色
ノ
小
斑
貼
ヲ
認
ム
。
定
葉
前
後
部

共
昌
英
色
淡
紫
－
禍
色
ヲ
曇
シ
小
葉
ノ
像
不
分
明
ナ
リ
。
方
形
葉
＝
ハ
所
々
帽
針
頭
大
帯
責

灰
白
色
ノ
・
斑
動
ヲ
認
ム
。

組
織
率
的
所
見
。
右
葉
前
部
及
方
形
葉
＝
於
テ
ハ
上
話
時
四
色
部
一
一
肝
組
織
ノ
境
伍
7
認
メ
、

左
業
－
一
副
於
テ
モ
亦
所
々
径
一
粍
内
外
ノ
壊
列
竃
ア
リ
。
且
全
葉
－
二
旦
リ
肝
細
胞
核
／
染
色

甚
淡
ニ
シ
テ
脇
盟
国
上
皮
細
胞
核
ノ
知
キ
モ
著
シ
ク
牧
縮
シ
テ
「
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」
一
三
滋

染
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
部
ア

p
。
血
管
ハ
壊
死
部
／
附
近
－
一
テ
内
股
赤
色
球
一
一
テ
充
貨
セ
リ
。

家
兎
第
四
＋
二
掠

術
後
九
日
韓
死
。

剖
検
。
腹
腔
内
腹
水
約
十
三
郎
ヲ
蔵
ス
。
色
素
液
血
管
内
注
入
一
一
ヨ
リ
肝
腎
羽
川
市
＝
ハ
紐

メ
テ
細
小
ナ
ル
血
管

7
rム
ル
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
シ
。
右
葉
後
部
一
一
ハ
主
（
肝
門
＝
於
テ

細
キ
数
係
／
血
管
ヲ
認
ム
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
築
後
部
、
尾
菜
、
方
形
葉
北
ハ
ニ
境
化
ナ
シ
。
右
葉
前
部
ハ
全
部
、

左
葉
前
部
ハ
肝
門
＝
近
キ
一
・
小
部
（
会
同
店
長
サ
ニ
・
五
縄
幅
二
梅
ノ
部
）
ヲ
除
平
他
ハ
全
部

左
築
後
部
ハ
其
下
方
ノ
牟
部
帯
責
灰
白
色
二
唆
色
セ
リ
。
ロ
ハ
ダ
壊
列
部
ヲ
有
ス
ル
此
等
肝

葉
ハ
前
方
ハ
桜
隔
膜
ト
、
後
方
ハ
回
同
感
亙
腸
管
ト
強
ク
持
、
着
シ
、
肝
臓
壊
列
部
ハ
一
般
腹

ill4£ 

億
重
一
三
七

O
瓦

第
凶
品
位

「、
L~ 

著...... 

堀

腔
ト
交
通
ナ
シ
。

組
織
率
的
所
見
。
上
記
出
現
色
部
＝
肝
組
織
／
壊
死
ヲ
認
メ
0

・
塚
死
セ
ザ
ル
部
ト
ノ
境
界
品

ハ
結
締
織
／
増
殖
ナ
シ
。

償
重
一
六
二

O
瓦。

家
兎
第
凶
＋
一
ユ
一
線
雄

術
後
十
二
日
乾
死
。

剖
検
。
右
葉
後
部
＝
肉
フ
終
枝
ハ
右
胃
冠
動
脈
分
岐
前
エ
分
岐
セ
リ
。
品
川
此
終
枝
分
岐
部
一

－
一
一
接
シ
二
傑
／
動
脈
分
岐
シ
、
肝
腎
靭
帯
ノ
左
側
ヲ
左
葉
後
部
＝
入
ル
、
土
木
仙
判
断
端
－
一
ハ

説
入
液
入
－
フ
ズ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
業
前
部
及
左
葉
前
後
部
ハ
腹
腔
左
方
一
二
勝
牧
シ
一
面
ハ
横
隔
膜
ト

一
面
ハ
胃
壁
、
腸
管
大
網
膜
等
ト
癒
着
シ
、
横
隔
膜
下
ユ
於
テ
前
方
ハ
描
隔
膜
、
下
方
ハ

腹
壁
、
腸
管
、
大
綱
膜
、
後
方
ハ
胃
壁
、
左
方
ハ
肝
葉
－
一
ヨ

P
包
囲
セ
ラ
レ
タ
ル
膿
焼
ア
日

内
容
ハ
約
八
十
日
比
／
徽
一
こ
閥
、
判
シ
、
其
内
－
一
ぶ
叫
肌
／
浮
遊
物
ヲ
含
メ
ル
淡
抗
色
ノ
液
ヲ
政

λ

。
膿
・
蕩
ハ
会
ク
後
方
腹
腔
ト
交
遁
ナ
シ
。
右
葉
前
部
、
左
葉
前
部
ハ
殆
ン
ド
企
業
併
黄

灰
白
色
二
強
色
セ
リ
。
左
禁
後
部
ハ
其
約
一
一
一
分
ノ
一
（
隔
三
椀
、
長
サ
川
・
五
糖
）
部
同
様

－
一
鑓
色
セ

p
。
右
J

染
付
同
部
及
日
出
紫
紺
鋭
化
ナ
シ
。

組
織
接
的
所
見
。
上
記
桜
色
部
－
こ
肘
組
織
／
壊
死
ヲ
認
メ
健
存
組
織
ト
ノ
境
界
一
一
戸
新
締

織
暦
ア
リ
。
冊
目
0
・r
A

粍
内
外
／
小
成
死
屯
ノ
周
閤
一
一

ρ

特
異
ノ
反
膝
ヲ
認
メ
ズ
。
・
堤
死

ヲ
認
メ
ザ
ル
部
ユ
於
テ
モ
多
ク
ハ
中
心
静
脈
／
周
囲
＝
細
胞
内
＝
大
小
多
数
ノ
宅
胞
ヲ
認

ム。家
兎
第
凶
＋
四
競
雌

術
後
十
四
日
銭
死
。

剖
検
。
右
一
災
前
部
及
左
葉
前
後
部
及
方
形
葉
ハ
横
隔
膜
、
胃
壁
、
防
作
ト
灼
’
狩
セ
リ
n
脱
弘

ハ
其
色
、
汚
械
淡
黄
禍
色
ヲ
墨
ス
e
ル
モ
破
壊
セ
ィ
、
必
・
パ
液
ヲ
満
タ
シ
、
臨
山
道
ハ
一
迎
ズ
。
血

管
連
絡
／
状
態
ハ
、
有
周
冠
動
脈
分
岐
前
ノ
肝
動
脈
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
肝
悶
似
指
ノ
左
側
ヲ

経
テ
左
葉
前
後
部
ノ
杭
着
セ
ル
部
ユ
入
ル
モ
ノ
ア

p
。
右
葉
後
祁
ユ
向
フ
モ
ノ
モ
亦
同
所

ヨ
り
分
岐
シ
、
右
葉
後
部
ニ
入
ル
前
一
一
於
テ
一
枚
ヲ
分
チ
、
肝
胃
十
二
指
腸
籾
借
ノ
右
側

鰻
重
一
五
七
日
瓦
υ

五

（
第
式
競

‘ヒ、J



第
凶
品
官

F『

原

著

熔a

ヲ
経
テ
布
奨
前
部
－
一
入
ル
モ
ノ
ア
リ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
業
後
部
鑓
化
ナ
シ
。
右
美
前
部
ハ
提
肝
靭
併
／
右
山
内
約
了
五
纏

／
部
ヲ
除
キ
令
部
、
左
業
前
部
ハ
此
部
ノ
上
方
約
三
分
ノ
ニ
ヲ
除
キ
其
下
方
全
部
、
左
葉

後
部
ρ

其
右
側
上
端
何
約
一
糎
／
部
ヲ
除
ギ
其
他
全
部
灰
白
黄
色
二
襲
色
セ
リ
。

組山
川
氏
＋
的
所
リ
～u

上
託
制
紫
色
部
＝
凡
テ
肝
組
織
／
撲
死
ヲ
認
メ
、
英
健
存
部
ニ
劃
ス
ル
境

界
＝
於
一
ア
ハ
著
明
一
三
結
締
織
ノ
榊
埴
ア
ル
部
ア
リ
。
叉
ハ
全
タ
結
締
織
局
ナ
ク
シ
テ
直
一
一

健
存
部
ト
相
按
セ
ル
部
ア
リ
。

家
兎
第
四
＋
五
時
協
雄
憾
重
一
三
五

O
叉。

術
後
十
三
日
、
十
四
白
、
十
抗
日
－
一
ハ
五

九
『
リ
チ
オ
ン
カ
ル
ミ
ン
」
水
務
放
各
五
施
宛
、

十
六
日
ユ
ハ
ヘ
採
ヲ
耳
静
脈
内
ユ
訟
入
シ
、
最
終
ノ

注
入
後
約
r
H一
時
間
鈴
死
。

剖
検
。
腹
限
内
諸
臓
器
染
色
ノ
欣
態
第
六
挽
家
兎
ニ
一
似
9
p
o
’
肌
管
連
絡
／
叫
帆
畑
山
ρ

、
右

業
後
部
品
向
フ
終
校
内
右
同
冠
動
脈
分
岐
前
ニ
分
岐
シ
、
其
小
伯
楽
仲
間
部
－
一
入
ル
前
ニ
於
テ

一
枚
ヲ
尚
シ
肝
腎
飢
併
／
右
側
ヲ
粍
テ
布
葉
前
部
一
一
向
ヒ
末
精
断
端
ト
連
絡
セ
リ
。
夏
－
－

右
M

阿
冠
動
脈
分
岐
前
／
肝
動
脈
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
肝
間
切
俳
／
左
側
ヨ
リ
左
業
肝
門
主
迷
シ
一

末
一
樹
断
端
ト

A
U
T
ル
モ
ノ
ア
リ
。
従
テ
米
柑
賢
明
＝

ρ

注
入
液
ノ
’

J
－
入
ス
ル
ヲ
認
ム
。
一

費

臨

第

七

絡

枝

切

除

（
イ
）
右
終
技
切
除
。
ム
制
的
貯
枝
ノ
回
小
市
町
町
動
脈
ヨ
リ
分
岐
セ
ル
所
ヨ
リ
右
葉
前
部
－
一
入
ル
直

前
迄
ヲ
周
闘
組
織
ヨ
リ
剥
離
シ
、
先
ヅ
布
葉
前
部
品
入
ル
前
＝
於
テ
出
来
得

ル
限
リ
米
精

一

部
Z
F
T

総
業
シ
夏
Z

叫
将
校
分
校
直
後
ニ
柏
繋
シ
此
問
動
脈
ヲ
銭
除
セ
リ
。

家
兎
第
四
＋
穴
競
雌
惚
重
二
二
二
五
末
。

術
後
動
物
ハ
憾
重
漸
次
増
加
シ
、
術
後
二
十
問
日
殺
時
Z

ハ
鰻
重
増
加
シ
テ
二
五
八

O
京
一

－
一
途
ス
。

↑

剖
検
u

血
管
内
－
－
色
金
波
ヲ
注
入
ス
ル
ユ
法
人
液
ハ
右
業
前
都
中
－
－
入
ル
。
其
吻
合
ノ
吠
一

態
ρ
宍
／
知
シ
。
〈
一
）
、
右
業
後
部
－
一
向
フ
終
枝
ヨ
リ
一
枝
肉
J
T

、
肝
十
二
指
腸
靭
帯
／

一

右
側
ヲ
経
テ
右
葉
前
部
＝
入
ル
。
（
二
）
、
左
終
枝
及
肝
動
脈
本
幹
ヨ
リ
モ
各
一
係
／
交
通
一

枚

ア

ル

ヲ

認

ム

。

一

一一
一
六

（
第
武
磁

i¥ 、＿，

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
業
後
部
、
尾
菜
、
方
形
葉
ハ
待
＝
肥
大
シ
、
到
－
N

慮
壊
死
寵
ヲ
認

メ
ズ
。
右
奨
前
部
ハ
上
下
径
ユ
於
テ
下
方
約
三
分
ノ
一
部
、
壊
死
て
割
面
－
一
於
テ
ρ

所

々
之
レ
ヨ

P
上
方
－
－
於
テ
モ
淡
紅
色
／
山
崎
7
認
ム
。
晒
胸
部
輯
ハ
内
容
充
寅
緊
張
セ

p
。
左
業

前
部
ハ
其
中
央
以
下
／
部
、
左
業
後
部
ハ
主
（
上
端
径
一
・
五
纏
ノ
部
ヲ
除
キ
其
他
／
部
会
部

壊
死
セ
り
。

組
織
接
的
所
見
。
右
禁
後
部
及
尾
葉
一
一
ハ
所
々
＝
肝
細
胞
中
核
分
剖
像
ヲ
詮
ス
。
上
詑
右

葉
前
部
及
左
葉
／
縫
色
部
－
一
ハ
肝
組
織
ノ
壊
死
7
認
メ
、
周
関
健
存
組
織
ト
ノ
境
界
－
一
ハ

結
締
織
府
ア
リ
。
結
締
織
中
ユ
ハ
赤
色
叉
ハ
黄
色
叉
ハ
資
格
色
／
穎
舵
ヲ
多
数
－
－
含
有
セ

ル
細
胞
及
巨
態
細
胞
多
シ
。
夏
孟
壊
死
部
／
附
近
ユ

ρ
甚
著
明
ノ
星
世
」
細
胞
／
増
殖
ヲ
認

ム
。
此
等
混
ぜ
細
胞
ハ
一
部
球
形
ヲ
曇
シ
静
脈
資
中
－
ニ
陥
F
且
附
近
静
脈
中
－
一
ハ
殆
ン
ド

知
斯
細
胞
ヲ
以
テ
芥
満
セ
ル
ガ
如
キ
翻
ヲ
曇
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
此
他
壊
死
部
ノ
周
透
健
存

組
織
ト
ノ
境
田
介
ニ
ハ
赤
色
頼
粒
ヲ
多
数
一
一
包
含
セ
ル
巨
態
細
胞
／
集
会
ヲ
認
ム
ル
部
ア
リ

壊
死
ヲ
免
レ
シ
肝
細
胞
中
ユ
ハ
所
々
核
分
剖
像
ヲ
認
ム
。
胸
部
晶
ハ
肝
臓
＝
按
セ
ル
面
ハ
大

部
分
其
全
暦
ヲ
温
ジ
テ
壊
死
セ
ル
『
凡
テ
壊
死
組
織
ρ

其
輪
廓
ヲ
保
有
シ
且
ツ
義
ハ
破
壊

セ
ズ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
凡
。
右
業
前
部
ハ
後
方
左
葉
前
部
ト
癒
着
シ
殊
ニ
帥
胸
部
損
／
周
園
－
一
於
テ
癒

着
著
明
＝
シ
テ
剥
難
困
難
ナ
リ
キ
。
路
部
品
衛
／
下
方
策
質
内
ユ
筏
約
一
一
徳
／
竪
キ
結
節
ヲ

繍
ル
此
ヲ
切
割
ス
ル
旦

一厚
キ
繊
維
性
／
墜
ヲ
ム
引
ス
ル
議
臆
－
一
シ

テ
其
内
容
ハ
帯
黄
灰
白
色

／
泥
紋
物
ナ
リ
。
路
部
品
ハ
全
部
繊
維
性
被
膜
－
一
テ
被
包
セ
一
プ
ル
。
之
7
開
ク
＝
壁
ハ
一
般

＝
肥
厚
シ
、
内
容
ハ
黒
褐
色
泥
状
物
ナ
リ
。

組
織
接
的
所
見
υ

上
記
襲
腫
ハ
大
ナ
ル
壊
死
部
二
シ
テ
其
周
園
ユ
ハ
厚
キ
結
締
織
／
壁
ア

リ
テ
健
常
肝
組
織
ト
金
ヲ
限
界
セ
ヲ
ル
。
結
締
織
暦
ト
壊
死
部
ト
ノ
間
旦
ハ
多
数
／
巨
大

細
胞
ヲ
認
ム
。
脱
帽
嚢
ハ
全
暦
ヲ
情
聴
ジ
テ
壊
死
セ
リ
。
口
ハ
ダ
墜
ヲ
構
成
セ
ル
諸
組
織
ハ
皆
其

輪
廓
ヲ
保
持
ス
。

家
兎
第
四
＋
七
鷺

島住

鐙
重
一
六
五

O
X
。



術
後
二
十
六
日
殺
時
穏
重
ニ

O
七
O
X
三
増
加
セ
リ
。

剖
検

um義
壁
ノ
肥
厚
ヲ
認
ム
ル
ノ
ミ
。
血
管
分
布
ノ
状
態
家
兎
第
四
十
六
務
所
見
＝
似

9
p
。

肝
臓
各
葉
共
肉
眼
的
ユ
モ
組
織
接
的

47t
拙
変
化
ヲ
認
メ
ズ
。

（
ロ
〉
、
左
終
校
切
除
。
左
終
枝
／
岡
有
肝
動
脈
ヨ
り
分
岐
直
後
ト
左
葉
ノ
前
部
及
後
部
一
一

向
テ
分
岐
ス
ル
直
前
ト
ュ
於
テ
結
繋
シ
此
間
約
一
一
糎
／
部
ヲ
切
除
セ

p
。

家
兎
第
四
＋
八
続
雄
怪
重
一
七
六

O
束。

術
後
二
十
四
日
殺
時

ユ
ハ
健
重
増
加
シ
テ
一
二

O
O
京
ユ
達
ス
。

剖
検
。
色
素
液
胤
管
内
法
入
Z

ヨ
リ
切
除
部
ヨ
リ
米
柑
部
モ
亦
液
／
波
入
セ
ラ
ル
、
ヲ
認

ム
。
右
腎
冠
動
脈
分
岐
前
／
肝
動
脈
ヨ

p
一
枚
尚
デ
、
肝
腎
靭
帯
／
左
側
ヲ
絡
テ
i

左
業
後

部
＝
入
ル
モ
ノ
ト
連
絡
ア
リ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
左
葉
後
部
上
下
紬
／
中
央
部
－
一
於
テ
横
径
モ
前
後
径
モ
共
・
ュ
著
シ
タ

品
開
窄
セ
ラ
レ
タ
ル
部
ア
リ
（
本
業
／
上
下
径
九
糎
、
狭
窄
部
ヨ
リ
上
方
／
左
右
径
五
糧
、

園
前
後
径
（
厚
サ
〉
了
間
額
、
狭
癌
下
部
ヨ
リ
下
方
左
右
径
四
・
五
糠
、
厚
サ
了
二
柄
、
狭
権
・

部
左
右
径
三
・
五
輝
、
厚
サ

0
・五

1
0
・
七
糠
〉
鯛
ル
、
ニ
一
笈
硬
タ
切
削
訓
ユ
際
シ
テ
モ
亦
抵

抗
強
シ
、
此
他
各
菜
共
肉
眼
的
ニ
獲
化
ヲ
認
メ
難
シ
。

組
織
撃
的
所
見
。
左
葉
後
部
ノ
狭
窄
部
一
一
於
テ
ハ
大
小
数
筒
ノ
壊
死
寵
7
認
メ
、
壊
死
肝

細
胞
ハ
凡
テ
其
輪
廓
ヲ
保
布
シ
周
悶
－
一
ハ
結
締
織
／
壁
ア
リ
。
叉
残
存
肝
細
胞
柱
甚
ク
痩

・
削
シ
テ
絢
キ
紐
朕
ヲ
墨
ス
ル
モ
ア
ノ
リ
。
其
問
及
周
悶
ユ
ハ
北
ハ
ユ
著
明
／
図
形
細
胞
／
楽

族
ア
日
。

一
般
一
三
結
締
織
／
増
猫
甚
ダ
草
告
別
ユ
シ
テ
、
結
締
織
暦
中
所
々
自
前
嶋
紙
一
一
生
存

セ
ル
肝
細
胞
群
ア
ル
部
ア
リ
。

実
兎
第
凶
＋
占
凡
磁
雌
帥
胞
品臨
三
一
一
凶

O
叉。

術
後
二
十
七
日
殺
時
棺
重
二
抗
八

O
京
三
増
加
セ
リ
。

剖
板
。
血
管
内
注
入
品
ヨ
リ
、
血
管
吻
合
／
状
態
家
兎
第
凶
十
八
披
所
見
ユ
似
タ
リ
。

肝
臓
各
葉
北
ハ
肉
眼
的
一
二
、
組
織
接
的
＝
モ
鑓
化
ヲ
認
メ
難
シ
。

賓
・
騒
第
八
固
有
肝
動
脈
皮
左
右
終
枝
Y
字
紙
切
除

y
固
有
肝
動
脈
左
右
柿
将
校
／
出
来
得
ル
限
り
末
梢
迄
周
悶
組

一
閑

織
ヨ
り
分
離
シ
、
先
ヅ
左
右
終
枝
ハ
出
来
ル
限
リ
英
米
柑
－
一
テ
批
判
紫
シ
、
・
次
ユ
右
胃
冠
動
一
大
ナ
リ
。
路
整
ハ
汚
稼
帯
策
褐
色
ヲ

曇
シ
、
臓
道
ハ
遁
ズ
。

脈
分
岐
直
後

＝
一新
繋
シ
此
間
Y
字
状
ノ
部
ヲ
切
除
セ
リ
。
此
間
＝
分
枝
ア
レ
パ

叉
悉
ク
結

一
組
織
畢
的
所
見
。

上
記
愛
色
部
－
二
致
シ
肝
組
織
ノ
・摂
死
ヲ
認
メ

、
術
祭

0
・
一
l
0
・五

紫
シ
其
一
部
ヲ
モ
北
二
一
切
除
セ
シ

コ

ト

勿

論

ナ

リ

。

一

粍

内

外

多

数

ノ

晴
樹
死
部
ア
リ
。

家

兎

第

五

＋

披

雄

棺

重
一
五

二
O
B。

一
家
兎
第
五
十
一
一
競
雄
健
重
一

二
九

O
叉。

術
後
三
日
終
死
。

一
術
後
三
日
銭
死
。

剖
検
。
腸
管
及
胃
壁
ハ
前
方
肝
業
（
右
葉
後
部
一
一
封
シ
〉
ト
軽
ク
癒
着
セ
リ
。
血
管
内
治
入
一
剖
検
。
右
葉
前
部
及
左
業
前
部
ハ
前
方
横
隔
膜
、
後
方
ハ
大
綱
腹
、
同
日
目
別
十
仙
寺
ト
椀
北
村
セ

P

＝
ヨ
リ
肝
腎
靭
仙
市
中
ニ
ハ
注
入
液
7
含

メ

ル

血

管

ナ

シ

。

一

口

ハ

ダ

左

築

後

部

及

左

葉

前

部

ノ

一

部

ハ

左

方

＝

於

テ

癒

着

部

以

外

一

土

壌

死

部

ヲ

露

出

セ

り

肝
臓
肉
眼
的
所
見
ω

肝
業
各
部
一
ト
シ
テ
壊
死
竃
ナ
キ
ハ
ナ
シ
。
其
最
大
ナ
ル
ハ
右
葉
前
一
右
業
後
部
被
着
ナ
シ
。
色
素
液
血
管
内
法
人
－
一
ヨ
り
、
注
入
液
ヲ
含
メ
ル
血
管
ハ
紐
メ
テ

部
＝
シ
テ
長
サ
二
・
五
線
幅
三
糠
一
／
部
全
暦
得
賞
灰
白
色
一
二
楚
色
セ
ヲ
。
此
他
各
肝
葉
表
面
一
細
小
ナ

ル
モ
ノ
ヲ
肝
胃
級
帯
ノ
中
央
部
迄
ハ
認
メ
得
ル
モ
之
ヨ
リ
末
柑
ユ
ハ

一
傑
モ
ナ
シ

割
面
－
7
小
ナ
ル
ハ
筏
0
・
二
縄
大
ナ
ル
ハ
ニ
｜
三
権
大
／
部
多
数
併
徒
灰
白
色
＝
務
色
セ
一
命
提
肝
靭
待
等
－
一
注
入
液
ヲ
含
メ
ル
血
管
ナ
シ
。

ル
部
ヲ
到
ル
慮
－
－
明
記
メ
、
或
モ
ノ
士
一
、
一
ニ
互
孟
連
絡
シ
副
党
色
セ
ザ
ル
部
ト
ノ
域
国
介
ハ
地
一
肝
臓
肉
眼
的
所
見
ω

右
葉
後
部
ハ
其
尾
葉
－
一
一
接
セ
ル
部
筏
約
一
極
ノ
部
ヲ
除
キ
他
ハ
全
部

第
四
谷

著、_J

，...、
原

頻l

二
一
七

（
第
筑
波

先a、、J



第
四
谷

F『

原

著
........ 

期

右
葉
前
部
ハ
下
方
二
分
ノ
一
部
、
左
薬
前
部
ハ
左
縁
＝
於
テ
企
業
／
約
三
分
ノ
一
部
、
左

業
後
部
ハ
下
方
其
二
分
ノ
一
部
、
方
形
葉
左
綾
幅
二
｜
一
一
一
粍
／
部
灰
白
黄
色
ニ
姥
色
セ
リ

組
織
率
的
所
見
。
上
記
袋
色
部
三
壊
死
ヲ
認
メ
、
夏
＝
鍵
存
組
織
中
ユ
モ

0
・
ニ
粍
内
外

／
小
境
死
部
ア
リ
。

家
兎
第
五
＋
ニ
漉
雌
徳
重
一
三

O
O
京。

術
後
四
日
数
死
。

剖
検
ω

右
業
前
部
、
左
葉
前
後
部
ρ

桜
－
陥
膜
、
胃
壁
、
脇
管
ト
癒
着
セ
リ
。
血
管
ハ
横
隔

膜
動
脈
ト
ハ
聯
合
ナ
シ
。
只
ダ
細
小
ナ
ル
脈
管
－
一
シ
テ
決
入
液
ヲ
含
メ
ル
モ
／
一
一
、
三
右

胃
冠
動
脈
及
肖
十
二
指
腸
動
脈
ト
連
絡
セ
ル
モ
／
ア
リ
テ
右
薬
－
一
逢
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見

レ。肝臓
肉
眼
的
所
見
。
右
葉
後
部
川
副
賞
品
百
ナ
シ
。
右
葉
前
部
ハ
上
部
左
側
ユ
一
於
テ
企
業
ノ
約

四
分
ノ
一

γ
除
キ
他
ハ
全
部
、
左
業
前
部
川
殆
ン
ド
全
部
、
左
葉
後
部
内
上
部
長
サ
三
糎

幅
ニ
纏
ノ
部
（
金
業
ノ
約
三
分
ノ
一
）
ヲ
除
キ
他
内
全
部
灰
白
貨
色
－
一
縫
色
セ
リ
。
－
方
形
薬

及
尾
葉
北
ハ
一
一
散
在
性
＝
数
箇
ノ
灰
白
貨
色
ノ
斑
7
拐
す
。

組
織
接
的
所
凡
。
上
詑
獲
色
部
＝
於
テ
肝
組
織
／
壊
死
ヲ
設
ス
。
－

家
兎
第
五
＋
一
－
一
競
維
積
重
二
ハ
一

O
京。

術
後
十
二

H
終
死
。

剖
隙
。
肝
腎
十
二
指
腸
靭
帯
巾
孟
山
畑
澗
少
ナ
ル
血
管
綱
ノ
決
入
滅
ヲ
含
メ
ル
モ
ノ
肝
門
－
一

逮
ス
ル
モ
大
ナ
ル
血
管
ノ
注
入
液
ヲ
含
メ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
右
葉
後
部
一
一
向
7

終
枝
ρ

右
胃

冠
動
脈
分
岐
前
二
己
z
分
岐
セ
リ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
葉
前
部
左
葉
前
後
部
及
方
形
業
三
肘
門
＝
於
ケ
ル
一
小
部
分
ト
左

業
前
部
鑓
肝
靭
帯
ノ
左
側
上
方
長
サ
二
信
明
幅
一
一
機
／
部
ト
ヲ
除
キ
、
其
他
／
部
ハ
全
部
灰

白
策
色
一
一
獲
色
シ
、
一
塊
ト
ナ
リ
、
前
方
ρ

横
隔
膜
、
後
方
ハ
胃
按
及
大
網
膜
ト
鴨
川
心
者
シ

テ
全
ク
被
包
セ
ラ
ル
。
路
義
モ
亦
大
網
膜
ニ
殺
包
セ
ラ
レ
其
色
皿
作
曲
慨
淡
褐
怯
民
色
ヲ
曇
ス
ル

責
験
第
九

綿
肝
動
脈
固
有
肝
動
脈
茂
絡
枝
切
除

二
一
八

〈
第
成
時
蜘

一O）

モ
破
嘆
セ
ズ
。
右
葉
後
部
ハ
柑
肥
大
シ
獲
色
部
ナ
シ
。

組
織
率
的
所
見
。
前
記
壊
死
遜
色
部
／
外
、
肉
眼
的
ニ
異
常
ヲ
認
メ
ザ
リ
ジ
部
ユ
於
テ
モ

所
々
大
小
名
数
ノ
壊
死
部
ヲ
認
ム
右
葉
後
部
－
一
円
壊
死
部
ナ
シ
。

家
一
兎
第
五
十
四
競
雄
鰻
重
一
七
五

O
瓦。

術
後
動
物
ハ
法
ニ
恢
復
シ
二
十
二
日
ヲ
経
過
シ
テ
殺
時
鰭
重
増
加
シ
テ
一
九
二

O
又
一
二
増

加
セ
リ
。

剖
検
。
肝
腎
靭
酬
管
内
川
阿
壁
ト
強
グ
繊
維
性
癒
着
ヲ
瞥
ミ
之
ヲ
剥
離
エ
ル
ニ
際
シ
此
部
組
織

－
－
損
傷
ヲ
生
ジ
、
色
素
波
血
管
内
法
人
－
－
ヨ
リ
血
管
吻
合
／
朕
畑
山
ヲ
詳
－
－
z

i

N

ヲ
得
ザ
り

キ。肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
尾
薬
及
右
葉
後
部
ハ
若
シ
タ
肥
大
シ
獲
色
部
ナ
シ
。
右
葉
前
部
左
業

前
後
部
及
方
形
葉
ハ
一
一
塊
ト
ナ
リ
。
大
綱
膜
及
横
隔
膜
ト
強
ク
療
着
セ
リ
。
右
業
前
部
ハ

提
肝
靭
帯
／
右
側
二
一
於
テ
長
サ
二
機
幅
一
極
ノ
部
健
常
肝
組
織
ヲ
存
λ

ル
ノ
ミ
－
一
シ
テ
其

他
長
サ
七
概
幅
三
権
．
ノ
都
内
繊
維
性
被
服
ノ
滋
腫
中
＝
被
包
セ
ラ
レ
、
嶋
崎
妥
モ
亦
此
内
－
一

存
ス
ル
モ
ノ
、
知
キ
モ
其
痕
跡
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
リ
キ
。
左
梁
前
部
ハ
提
肝
細
明
緋
／

左
側
長
サ
問
権
幅
一

l
0・
五
糎
ノ
部
健
常
肝
組
織
ア
ル
モ
此
他
ρ

全
部
壊
死
シ
テ
繊
維

性
被
膜
ユ
包
マ
レ
、
震
腫
内
一
種
汚
綴
褐
色
ノ
液
中
ニ
存
シ
著
シ
ク
縮
少
セ
ル
モ
其
輪
廓

ヲ
存
ス
。
左
禁
後
部
ハ
前
上
方
様
径
三
極
、
幅
一
・
況
瓶
、
厚
サ

0
・
二
概
ノ
部
ヲ
除
キ
其

他
ハ
徳

0
・
七
乃
至
一
糠
／
繊
維
性
被
膜
ヲ
有
ス
ル
大
小
多
数
／
部
品
腫
ト
ナ
レ
ル
ヲ
認
メ
、

薮
臆
壁
ノ
厚
キ
部
ユ
於
テ
ρ

其
間
一
二
部
肝
組
織
／
浅
存
セ
ル
部
ア
リ
。

’
組
織
接
的
所
見
。
大
壊
死
斑
ト
健
常
肝
組
織
ト
ノ
問
ハ
甚
ダ
厚
キ
結
締
織
暦
ア
リ
テ
境
界

．
セ
リ
。
壊
死
肝
組
織
ハ
一
般
ユ
其
輪
廓
ヲ
保
存
セ
リ
。
周
濠
部
及
結
締
織
臨
眉
中
ユ
ハ
所
々

図
形
細
腕
穆
潤
巨
大
畑
胸
及
島
雌
門
紙
＝
血
管
関
管
及
肝
細
胞
群
ヲ
認
ム
、
前
託
婆
腫
ハ
凡

テ
此
壊
死
鐙

T
P
。
右
業
後
部
ニ
ハ
壊
死
部
ナ
シ
。



先
ヅ
胃
十
二
指
麟
動
脈
分
岐
前
＝
於
テ
線
肝
動
脈
ヲ
周
園
組
織
ヨ
り
分
隊
シ
此
部
－
一
於
テ

二
重
結
紫
ヲ
何
時
＝
テ
モ
行
ヒ
得
ル
機
動
脈
下
＝
ニ
傑
ノ
糸
ヲ
帯
地
シ
、
併
シ
直
昌
之
ヲ
位
和

繋
ス
ル
コ
ト
無
ゲ
放
睡
眠
シ
、
之
ヨ
リ
漸
次
末
梢
ユ
向
テ
動
脈
幹
ヲ
周
閥
組
織
ヨ
リ
分
離
シ

ッ
、
進
、
、
、
、
次
二
胃
十
二
指
腸
動
脈
ハ
分
岐
後
約
一
極
ノ
部
迄
周
閤
組
織
ヨ
リ
分
離
シ
テ

二
重
結
紫
／
問
＝
切
断
シ
、
次
一
二
相
胃
液
動
脈
及
右
葉
後
部
－
一
向
フ
終
校
ヲ
モ
同
様
－
一
一
一

重
結
繋
ノ
間
三
切
断
シ
、
左
右
終
枝
モ
亦
問
機
出
来
得
ル
限
リ
米
精
部
品
テ
結
繋
切
断
シ

最
後
ユ
胃
、
十
二
指
鱗
動
脈
分
岐
前
－
T
於
テ
純
肝
動
脈
ヲ
二
重
結
繋
／
問
＝
切
断
シ
此
間

／
動
脈
幹
7
全
部
除
去
セ
リ
。

家
兎
第
五
＋
五
競
雄
関
重
ニ
一

O
五
O
瓦。

術
後
三
十
六
時
間
終
死
u

剖
検
。
肝
臓
各
業
共
＝
其
色
淡
紫
褐
色
ヲ
暴
シ
表
部
光
湾
A
Y
夕
、
小
業
ノ
像
不
分
明
ナ
リ

右
葉
前
部
ハ
其
下
宇
部
其
色
殊
＝
一
淡
ナ
リ
、
際
高
艶
ハ
其
色
品
け
機
併
賀
補
色
ヲ
平
ス
ル
モ
膿

汁
充
満
セ
リ
。

組
織
撃
的
所
見
。
右
葉
前
部
／
下
宇
都
＝
ハ
壊
死
ヲ
詮
明
シ
、
此
部
ト
比
較
的
ユ
健
全
部

ト
ノ
境
界
品
ハ
何
等
ノ
反
際
7
嬰
セ
ズ
。
ロ
ハ
ダ
壊
死
部
ヨ
リ
健
全
部
三
移
行
ス
ル
ユ
際
シ

テ
ハ
種
々
程
度
ノ
退
行
後
性
ヲ
綴
過
ス
ル
ヲ
見
ル
。
而
シ
テ
肝
築
会
部
ヲ
遁
ジ
テ
所
々
大

小
多
放
ノ
壊
死
部
ヲ
認
メ
。
叉
ハ
肝
細
胞
著
シ
タ
痩
削
シ
、
其
核
モ
亦
縮
少
シ
、
不
規
則

ナ
ル
形
ヲ
早
シ
、
或
ハ
「
へ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」
＝
濃
染
ジ
叉
ハ
寸
エ
オ
ジ
ン
」
－
一
淡
ク
染
色
セ

ル
モ
ノ
等
γ
到
ル
庭
－
一
認
ム
。
膿
嚢
ハ
其
全
暦
ヲ
遁
ジ
テ
壊
死
セ
リ
。
各
葉
共
血
管
ハ
一

般
－
一
充
由貿
セ
リ
。

家
兎
第
五
十
六
掠
雄
鰻
重
三
三
へ
O
瓦。

術
後
三
十
八
時
間
鈴
死
。

剖
検
。
腹
腔
内
ユ
ハ
淡
赤
褐
色
ノ
小
品
且
／
腹
水
ア
リ
。
血
管
内
注
射
一
一
ヨ
リ
肝
胃
十
二
指

腸
靭
幣
品
ハ
胤
管
ヲ
認
メ
ズ
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
葉
前
部
ノ
下
必
・
部
左
葉
前
後
部
ノ
下
方
約
三
分
ノ
一
部
帯
黄
褐
色

ヲ
皐
シ
、
其
他
ノ
状
況
凡
テ
家
兎
第
五
十
五
波
所
見
一
一
似
タ
リ
。
膿
嚢
ハ
主
（
色
持
機
帯
黄

第
四
血
管

F『
原

著
~ 

期

割
問
色
ヲ
B
t
シ
、
脳
糊
汁
ヲ
以
テ
充
満
セ
弓
ル
。

組
織
感
的
所
見
ω

機
シ
テ
第
五
十
武
球
所
見
ユ
似
タ
リ
。
壊
死
洛
／
周
漫
部
叉
ハ
其
ゆ
央

部
ニ
ハ
所
々
岡
形
細
胞
ノ
穆
、
湖
ヲ
認
ム
札
阿
部
ア
リ
。
血
管
ハ
一
般
ユ
赤
血
球
ヲ
以
テ
充
満

セ
リ
。

実
兎
第
五
＋
セ
漉

術
後
凶
日
終
死
。

剖
倹
。
右
業
前
部
及
友
葉
前
後
部
ハ
前
方
ハ
横
隔
膜
ト
後
方
ハ
関
及
腸
管
ト
斡
ク
術
審
t

リ
。
血
管
内
法
射
ユ
ヨ
リ
中
慨
・
部
断
端
ヨ
リ
一
傑
／
細
キ
動
脈
分
岐
シ
、
門
脈
左
側
ヲ
経

テ
左
葉
ニ
入
ル
ヲ
認
ム
品
川
勝
透
及
門
脈
ノ
周
闘
ニ
ハ
細
キ
血
管
綱
ノ
杭
入
液
ア
充
タ
セ
ル

モ
ノ
ヲ
認
ム
。

肝
臓
肉
眼
的
所
見
。
右
業
前
部
友
奨
前
部
及
方
形
業
ハ
全
ク
灰
白
色
－
一
掛
布
〕
壊
死
シ
箸
シ

ク
絡
会
セ
リ
。
左
業
後
部
ρ

上
方
約
二
分
ノ
一
ヲ
除
キ
其
他
ハ
灰
白
色
－
一
種
色
壊
死
セ
リ

右
葉
後
部
ハ
媛
化
ナ
シ
。

組
織
撃
的
所
見
。
左
業
前
部
ノ
肉
眼
的
ユ
一
獲
化
ヲ
認
メ
ザ
リ
シ
部
及
右
葉
後
部
一
一
於
テ
モ

組
織
接
的
＝

ρ

肝
組
織
ノ
小
壊
死
鑑
ヲ
多
政
－
一
認
メ
。
叉
多
数
散
在
性
＝
叉
ハ
多
少
集
合

的
－
ニ
肝
細
胞
ノ
厚
形
質
中
多
数
ノ
空
泡
ヲ

刊
寸
。
英
核
モ
戎
ハ
同
賀
状
ヲ
曇
シ
「
へ
マ
ト

キ
シ
り
ン
」
二
様
－

Tm染
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
或
ハ
著
シ
ク
縮
小
子
シ
テ
溌
染
セ
ル
モ
ノ
ア

リ
。
核
ハ
並
（
輪
廓
7
存
ス
ル
モ
己
－
7
小
瓢
粒
一
一
分
離
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
各
種
ノ
退
行
性
獲

性
ニ
陥
レ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
－
肌
管
ハ
多
タ

ハ
充
賞
シ
内
容
二
亦
血
球
ナ
リ
。
品
開
腸
管
上
皮
細

胞
ユ
モ
亦
各
積
／
退
行
後
性
ヲ
殺
ス
ル
部
ア
リ
。
－

m管
法
陶
細
管
問
閤
ノ
結
締
織
灘
開
セ
ル

モ
／
ア
リ
。

雌

憾
重
二
七
七

O
瓦。

家
兎
第
五
＋
八
糠
雄

術
後
二
十
八
日
終
死
。

剖
検
。
肝
臓
各
業
ハ
凡
テ
其
附
近
臓
器
ト
強
ク
繊
維
性
癒
着
ヲ
後
メ
リ
。
右
業
前
部
左
薬

方
形
業
ρ

会
タ
繊
維
性
膜
ヲ
以
テ
包
囲
セ
ラ
レ
、
全
部
壊
死
シ
繊
維
性
整
中
＝
ハ
泥
紋
物

ヲ
存
ス
ル
ノ
ミ
。
右
葉
後
部
ハ
現
吠
一
一
テ
約
三
分
ノ
一
ハ
繊
維
性
膜
ニ
包
マ
レ
其
捜
部
三

糟
．
重
コ
二
二

O
瓦。

二
一
九

（
第
戒
抽
出

一
一
）



第
問
品
位

「『

原

善、」

娼

二
二

O

（
第
武
波

一一一）

分
／
ニ
ノ
ミ
措
営
化
ヲ
認
メ
ズ
。
血
管
内
注
入
ヲ
行
ヒ
シ
品
癒
着
甚
シ
タ
シ
テ
、
剥
離
エ
際
一

シ

、

血

管

ヲ

損

傷

シ

其

分

布

／

状

ヲ

明

ニ

ス

ル

ヲ

得

ザ

リ

キ

。

一

組
織
接
的
所
凡
。
右
業
後
部
崎
明
死
部
ト
一
健
全
部
ト
ノ
境
界
－
一
戸
結
締
織
暦
ア
リ
。
壊
死
組
一

織
ハ
枠
其
輪
廓
ヲ
保
有
シ
、
境
界
線
タ
ル
結
締
織
暦
－
一
近
ク
多
数
ノ
小
岡
形
細
胞
漆
潤
ア
一

p
。
肉
眼
的
＝
健
全
ナ
ル
部
品
於
テ
モ
組
織
率
的
品
ハ
筏
0
・一

P
I
C
－
三
粍
内
外
／
多
数

ノ
壊
死
道
ア
リ
。
血
管
ハ
披
張
充
寅
シ
、
内
容
ハ
赤
血
球
ナ
リ
。
倫
家
兎
第
五
十
七
時
抗
所

見
／
知
ク
時
間
種
選
行
場
性
ヲ
曇
セ
ル
肝
細
胞
？
リ
。

賓

騒

第

六

｜

第

九

成

大

観

質
験
第
六
ニ
於
－
プ
A

肝
臓
壊
死
ノ
庚
汎
ナ
Y

コ
ト
A

軍
ナ
Y
結
紫
－
一
比
ジ
一
般
ニ
甚
大
ニ
シ
ア
従
ア
鍔
死
率
モ
亦
高
ジ
。
然
レ
ド
モ
副
血

行
ヲ
認
メ
ザ
リ
ジ
モ
ノ
A

僅
－
一
一
一
例
ノ
ミ
。
質
駿
第
七
－
一
一
於
ア
A

、
末
梢
断
端
ト
叉
A

多
少
副
血
行
等
多
少
ノ
連
絡
ナ
キ
A

ナ
ク
、
従
－
ア
肝

臓
ノ
壊
死
モ
只
ダ
一
部
－
一
止
？

y
。
而
シ
－
プ
試
獣
総
数
ノ
二
分
ノ
一
ニ
於
－
プ
A

肝
臓
一
一
四
硬
化
ヲ
認
メ
ザ
リ
ノ
キ
。
賓
験
第
八
Y
宇
拭
切
除
一
一
於

－ア
A

貫
験
第
六
一
一
比
ジ
肝
臓
壊
一
兆
ノ
範
閏
克
一
一
大
－
一
シ
一
プ
内
三
頭
一
一
於
ア
A

全
ク
副
血
行
ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
。
賓
駿
第
九
（
最
大
切
除
）
ニ
於
ア

A

貰
駿
第
八
－
一
比
シ
肝
臓
壊
死
ノ
範
闘
更
二
大
ニ
ジ
ア
叙
上
ノ
貫
験
－
一
於
，
プ
A

右
葉
後
部
ア
向
ブ
終
枝
ガ
固
有
肝
動
脈
ノ
中
央
ヨ

y
出
Y
カ

又
A

右
目
冠
動
脈
分
岐
前
二
分
岐
ジ
、
孔
胃
十
二
指
腸
動
脈
又
λ

右
胃
冠
動
脈
ト
交
遁
枝
ア
有
ス

Y
ガ
潟
一
一
車
一
ノ
結
致
－
一
於
－
プ
モ
又
月
一
部

ノ
切
除
－
一
於
d

プ
モ
右
葉
後
部
ノ
犯
テ
Y

、
コ
ト
A

比
較
的
稀
ナ
リ
ノ
ジ
ニ
本
質
験
－
一
於
－
ア
始
メ
ア
右
葉
後
部
－
一
毛
多
少
ノ
壊
死
ヲ
認
メ
ザ
Y
屯

ノ
ナ
キ
ア
見
y
。
殊
－
一
術
後
二
十
八
日
ヲ
経
過
セ
ジ
モ
ノ
ニ
於
－
7
A

殆
ド
杢
肝
葉
ノ
壊
死
ヲ
認
メ
健
存
肝
組
織
ノ
甚
微
小
ナ
Y

コ
ト
ヲ
讃
明

而
ア
此
貫
験
－
一
一
炉
、
一
プ
モ

一
例
一
一
於
ア
A

除
リ
ノ
大
ナ
ヌ
ザ
w
y

モ
倫
且
中
橿
部
断
端
ヨ
リ
ノ
一
枝
出
デ
、
左
葉
後
部
－
一
入
Y

モ
ノ
ア
y

績

U
J

得
タ

y
。

ャ。

肝
臓
動
脈
血
行
遮
断
ノ
方
法

（
a

＝
E
F
T
－
戸
Z
E
2
2
氏
等
A

家
兎
－
一
於
－
プ
A

右
胃
冠
動
脈
分
岐
後
－
一
一
於
－
プ
A

肝
動
脈
ノ
吻
合
甚
ダ
僅
微
ナ
Y
Jガ
故
ニ
此
部
一
一
於
ア
肝
動

脈
ヲ
結
晶
糸
ス

Y
ト
キ
A

肝
臓
ノ
動
脈
血
行
ヲ
殆
ド
遮
断
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
。
若
シ
之
一
一
・
加
フ
Y

－
一
肝
十
二
指
腸
靭
帯
中
肉
眼
的
一
一
一
部
メ
得
ペ
キ

動
脈
枝
ヲ
結
紫
セ
バ
夏
－
一
完
全
－
一
動
脈
血
行
ヲ
遮
断
γ
得
ト
云
へ

y
。
然
レ
ド
モ
上
記
各
賞
験
記
録
－
一
ヨ

y
－7
明
ナ
Y
ガ
如
ク
固
有
肝
動
脈

及
英
終
枝
ニ
一
於
’
プ
毛
相
官
ニ
多
様
ナ
Y
副
血
行
及
吻
合
枝
ヲ
有
ジ
、
軍
ニ
肝
動
脈
一
部
ノ
結
柴
田
－
於
ア
A

全
然
肝
臓
ノ
動
脈
血
行
ヲ
遮
断
シ
得



ザ
Y

コ
ト
明
ナ
リ
ノ
。
肝
胃
十
二
指
腸
靭
帯
中
ノ
副
血
行
ノ
結
紫
モ
亦
程
度
問
題
－
一
ジ
ア
、
斯
カ

Y
深
部
ノ
手
術
ニ
於
ア
ハ
肝
胃
十
二
指
腸
靭
帯

ヲ
全
ク
緊
張
又
A
牽
引
ス

Y

コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
手
術
ス

Y

コ
ト

A
甚
ダ
閃
難
ナ
リ
。
大
ナ
u
y
副
血
行
A
之
－
一
モ
拘
で
ブ
ズ
遮
断
セ
ラ
レ
符
ペ
カ

ラ
ン
モ
、
小
ナ
Y

モ
ノ
ユ
至
η
ノア

A
多
少
ノ
牽
引
ニ
ヨ

y
認
メ
難
キ
ニ
至
Y
ガ
故
－
一
、
肝
胃
十
二
指
腸
靭
帯
ノ
全
部
ヲ
結
設
ス

Y

－
一
非
シ
バ
副

血
行
ノ
全
部
ヲ
遮
断
ス
U
Y

コ
ト
不
可
能
ナ

y
eヘ
シ
。
如
斯
操
作
ハ
夫

v
自
身
己
ニ
血
管
結
故
以
外
－
一
大
ナ
Y
障
得
ヲ
動
物
－
一
興
ア
ペ
ジ
。
余

A

寧
ロ
肝
動
脈
ノ
切
除
ガ
比
較
的
ニ
他
ノ
組
織
ヲ
損
傷
ス

Y

コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
副
血
行
遮
断
ノ
目
的
ア
達
シ
得
ペ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
思
考
ス
。

川

F
Z
E
ro
氏
ガ
大
綱
ヲ
肝
臓
－
一
縫
合
し
て
ア
副
血
行
ノ
新
生
ヲ
計
リ
ノ
後
－
一
至
リ
ノ
ア
肝
動
脈
ヲ
結
紫
ス

Y
ト
キ
A

肝
臓
－
一
於
ケ

Y
獲
化
微
小
ナ

y

ト
云
へ

Y

モ
、
副
血
行
ノ
如
何
－
一
ヨ

1
7肝
臓
ノ
盤
化
－
一
大
差
ア

y
。
若
シ
完
全
－
一
近
ク
右
葉
前
部
及
左
葉
前
後
部
－
一
割
ジ
動
脈
血
行
ヲ
遮
断

セ
ン
ト
セ
バ
、
胃
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ヨ

y
左
右
枝
ヲ
合
ム
肝
動
脈
ノ
切
除
ヲ
行
フ
ヲ
最
モ
可
ト
ス
。
然
－
プ
ザ
U
Y

モ
街
少
ク
ト
モ
悶
有
肝
動

脈
及
左
右
枝
ノ

Y
宇
朕
切
除
ヲ
施
ス
－
一
ア
ラ
ズ
ン
バ
、
動
脈
血
行
遮
断
ノ
程
度
－
一
疑
ヲ
容

y
、
鈴
地
ア
η
ノ
。
従
－
プ
其
結
論
－
一
劉
ジ
ア
モ
亦
無
保

件
ニ
同
意
ジ
難
キ
モ
ノ
ア
η
ノ。

血
行
上
右
葉
後
部
ノ
特
種
的
関
係

家
兎
－
一
於
ケ
’Y
肝
動
脈
結
紫
ノ
質
験
的
研
究
－
一
於
ア
特
ニ
注
意
ヲ
要
ス

Y
A

肝
臓
壊
死
ノ
範
園
ア
見
ν
て
一
営

y
－
ア
モ
亦
生
命
－
一
一
割
ス

Y
影

況
ヲ
論
ズ

Y

－
一
モ
右
葉
後
部
ガ
比
破
的
安
全
ナ
Y

コ
ト
ナ

y
。
加
之
数
例
－
一
於
－
プ

A
却
－
プ
同
部
ノ
代
償
性
肥
大
ヲ
認
メ

タ
J
Y

モ
ノ
ア
リ
。
（
家

兎
第
二
十
六
競
、
第
五
十
三
焼
、
第
五
十
四
競
）
、
殊
ニ
此
内
ノ
後
二
一
明
A

肝
動
脈
及
左
右
終
枝
Y
字
朕
切
除
－
一
ヨ

Y

モ
人
ナ

y
。
賓
験
第
九

第
五
十
八
抗
ニ
於
ア
右
葉
前
部
左
葉
前
後
部
ガ
殆
ド
全
壊
痕
ヲ
起
セ

Y
際
－
一
モ
右
葉
後
部
A

向
其
一
部
健
存
セ

Y
ヲ
見

y
。
崎
市
来
家
兎
－
一
於

47
肝
臓
ノ
獲
化
ヲ
研
究
セ
ン
ト
ス

Y
モ
ノ
コ
必
ズ
此
拙
－
一
留
意
ス

Y
要
ア

y
。
此
事
賓
A

己
ニ
各
例
－
一
於
－
プ
遁
ぺ
by
y

如
ク
右
葉
後
部
－
一
向

フ
終
枝
ガ
或
A
固
有
肝
動
脈
ノ
中
央
ヨ

y
、又

A
右
胃
冠
動
脈
分
岐
前
－
一
分
岐
ス

Y

コ
ト
、
又
A
其
経
過
中
右
胃
冠
動
脈
又
A
胃
十
二
指
腸
動

脈
ト
吻
合
校
ヲ
存
ス

Y

－一ヨ

Y
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
従
ア
右
胃
冠
動
脈
分
岐
前
叉
二
円
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ノ
結
紫
－
一
於
－
ア
比
駿
的
多
ク
右
葉
後

部
－
二
嬰
化
ヲ
認
ム

Y
所
以
ナ
リ
ノ
。

第
州
各

F『

原

善、...J

葬R

一一一一一

〈
第
昨
凧
競

一－一一）



信
用
問
答

r'司

原

著

#il 

一一一一一
（
第
武
沖
地

一
四
）

肝
臓
壊
死
部
ユ
劃
ス
ル
針
策

肝
臓
－
一
於
ケ

Y
健
存
組
織
ガ
比
較
的
－
一
小
ナ
Y
場
合
ニ
於
ア
モ
動
物
ガ
生
命
ヲ
維
持
シ
得
Y

コ
ト
A

家
兎
第
十
九
競
第
二
十
六
銃
、
第
五

十
四
競
、
第
五
十
八
競
ニ
於
－
プ
之
ア
認
メ
得
ペ
ジ
。
殊
ニ
第
五
十
八
競
ニ
於
－
プ
A

健
存
組
織
A

右
葉
後
部
ノ
一
小
部
分
一
一
限
局
セ
ジ
ニ
拘
ラ
ズ

二
十
八
日
間
生
存
ジ
得
タ

y
。
郎
チ
動
物
A

比
破
的
大
ナ

Y
部
分
ノ
壊
死
－
一
堪
へ
得
M
Y

コ
ト
ヲ
読
明
ス

Y
モ
J

ニ
ジ
ア
、
動
物
ノ
生
命
－
一
封

ス
Y
危
険
A
或
程
度
迄
A
壊
死
部
ノ
大
小
ヨ

y
A
寧
其
部
ガ
腹
腔
ト
交
通
ア
リ
ヤ
如
何
ニ
ヨ

Y

壬
ノ
、
如
ク
、
壊
死
部
ト
腹
腔
ト
交
通
ア

Y
ト

キ
A

壊
死
肝
組
織
ヲ
構
成
セ

Y
蛋
白
質
ノ
分
解
産
物
ノ
吸
牧
一
一
ヨ

y
一
一
時
ノ
中
毒
ヲ
起
ス
エ
ヨ

Y

モ
ノ
、
如
シ
。
印
チ
止
ム
ヲ
得
ズ
シ
ア
肝

動
脈
ヲ
結
紫
ス
M
Y

必
要
－
一
泊
？
プ
U
F

、
際
－
一
A

何
レ
ノ
場
所
－
一
一
於
プ
結
梨
ス

Y
ヲ
問
A

ズ
。
肝
臓
壊
死
部
ト
外
界
郎
開
腹
孔
ト
ノ
交
通
ヲ
維
持

ジ
壊
死
組
織
ノ
鰻
外
排
澗
ヲ
助
長
ス

Y
方
法
ヲ
取
Y

コ
ト
可
ナ
Y
ガ
如
ジ
。

F
E
氏
ノ
第
一
例
－
一
於
ア
屡
バ
肝
臓
ノ
壊
死
片
ヲ
創
孔
ヨ

y
排

柵
セ
ジ
ト
云
フ
コ
ト
、
劉
照
ス

Y
ト
キ
、
此
方
法
ア
施
ス
コ
ト
ニ
ヨ

7
或
A

多
少
悪
結
果
ヲ
減
少
ジ
得
ペ
カ
ラ
ン
。

人
Z
於
ケ
ル
肝
動
脈
結
繋
例

人
こ
が
、
ヶ

Y
結
紫
例
中
生
存
者
二
於
ケ

Y

モ
ノ
A

大
陸
－
一
於
ア
推
定
一
一
ヨ

Y

モ
ノ
ナ
η
ノ
。
何
ト
ナ
レ
バ
肝
動
脈
ノ
結
集J
ヲ
依
義
ナ
ク
セ
ア

y
、
ガ
如
キ
場
合
A

附
近
臓
器
ト
ノ
癒
着
大
ナ

Y

－
一
ヨ
リ
明
ζ

何
レ
ノ
動
脈
ヲ
結
猿
セ
シ
カ
ヲ
排
別
ジ
難
キ
ガ
故
ナ

y
。
従
来
ノ
報
告
ニ
ヨ

y
ζ
右
終
枝
結
紫
ノ
内
出

0
5
5
m
o
s
E
氏
ノ
例
（
臆
嚢
癌
）
A

結
故
後
七
十
二
時
間
－
一
．
死
巳
セ
リ
ノ
。

k
g
E
r
r－r
Hハ
cfw
巧
S
E
諸
氏
ノ
例

プ
治
癒
セ
リ
。
左
枝
結
集
ノ
内
の
巳
宮
氏
ノ
例
A

四
日
後
－
一
死
巳
ジ
且
左
葉
－
一
壊
死
ヲ
認
メ
、
同
市
戸
｝
）
2
・2
氏
ノ
例
A

結
故
後
左
葉
ノ
蒼
白
ト

ナ
レ

Y
7
見
ア
途
ニ
左
葉
ヲ
切
除
シ
、

E
r
i
c
F
E
E
氏
ノ
例
月
完
全
一
一
治
癒
セ

y
o
固
有
肝
動
脈
結
染
ノ
内
子
一
二
・
氏
ノ
例
－
一
－
プ
A

肝

臓
壊
死
片
創
孔
ヨ

y
出
デ
来
リ
ジ
毛
治
癒
し
ν
、
－
z民
合
氏
ノ
例
－
一
ア
三
ニ
日
ノ
後
鬼
籍
ニ
上
y
、
肝
臓

A
硝
小
ナ
y

シ
モ
壊
死
ヲ
認
メ
ズ
0

4
1
2
L弘
氏
ノ
例
ニ
ア
A

三
十
六
時
間
後
死
己

γ
肝
臓
及
臆
嚢
全
部
ノ
壊
死
ヲ
見
タ
リ
ト
一
吉
へ

y
。
胃
十
二
指
腸
動
脈
ト
右
胃
冠
動
脈
ト
ノ

間
ノ
結
染
ニ
於
ア

A
4
7
乙
白
氏
ノ
例

A
術
後
二
十
日
－
一
シ
－
プ
死
巳
シ
肝
臓
中
多
数
ノ
膿
瀦
ヲ
認
メ
タ

p
o
r
F
2
氏
ノ
例
ニ
ア

A
七
時
間
後

死

C
V剖
検
ニ
ヨ

y
壊
死
部
ナ
シ
。
更
－
－

msz
氏
ノ
例
ニ
ア
ス
胃
幽
門
癌
〉
綿
肝
動
脈
ト
同
時
二
右
胃
冠
動
脈
及
肺
十
二
指
腸
動
脈
ヲ
モ



共
－
一
結
殻
セ

y
ト
云
へ

y
。
而
シ
ア
術
後
三
時
間
－
て
プ
死
己
セ
リ
ノ
。
上
記
人
類
－
一
於
ケ
M
F

結
繋
ノ
結
果
ヲ
見
Y

ニ
大
韓
－
一
於
ア
余
人
質
駿
ト

一
致
セ

Y

モ
ノ
ア
U
Y

ヲ
認
ム
。
師
同
一
部
位
ノ
結
鉄
－
一
於
－
プ
毛
必
シ
モ
其
結
果
一
様
ナ
ラ
ズ
。
従
来
動
物
質
験
ノ
結
果
ヲ
人
類
－
一
推
論
シ
h
y

y
説
ヲ
観
Y

－二

c
c
E宮
宮
戸
・
ピ
ま
ロ
氏
等
A

人一一一於－
Y

A

肝
動
脈
A

多
種
多
様
ノ
交
通
枝
－
一
ヨ

Y
副
血
行
豊
富
ナ
Y
ガ
故
こ
肝
動
脈
ノ

結
紫
A

恐
w
y

、
－
一
足
－
フ
ザ
Y
ペ
シ
ト
云
ヒ
治
国
一
三
－
ミ
含
氏
A

氏
ノ
質
験
ノ
結
果
ト
、
心
内
膜
炎
患
者
ノ
肝
動
脈
栓
築
ヲ
起
セ
シ
例
－
一
於
－
プ
胃

小
轡
ヨ

y
交
通
枝
ア
リ
ノ
ジ
ニ
拘
で
フ
ズ
。
肝
臓
－
一
壊
死
ヲ
起
セ
シ

2
2
F
氏
ノ
報
告
ヲ
南
部
一
照
シ
ア
肝
動
脈
ノ
外
科
的
ェ
網
Y
ペ
カ
ラ
ザ
Y
2

ト
ヲ
断
ジ
、

HLgmCHFEor
及
問
。
｝
弓
氏
等
ノ
説
－
一
反
劃
セ

9
0
同
P
ゲ停

得
ザ

y
蕗
ナ
ク
、
只
ダ
結
猿
ノ
部
位
ガ
肝
臓
－
一
｝
迩
ク
ニ
従
ヒ
漸
衣
危
険
度
7
増
加
ス
。
総
肝
動
脈
ノ
結
致
A

全
ク
危
険
ナ
カ

Y
ペ
ク
、
右
胃
冠

動
脈
分
岐
前
ノ
肝
動
脈
ノ
結
強
モ
亦
重
大
ナ

Y
障
碍
ヲ
起
ス
コ
ト
ナ
カ
U
Y

ベ
シ
。
左
右
終
枝
ノ
一
ノ
結
致
A

営
該
肝
葉
ノ
壊
死
ヲ
起
ス
場
合

ア
Y
ペ
ク
、
左
右
雨
終
枝
ノ
結
致
叉
A

右
胃
冠
動
脈
分
岐
後
一
一
於
ケ
Y
固
有
肝
動
脈
ノ
結
禁
－
一
於
－
プ
A

致
死
的
ノ
壊
死
ヲ
起
ス
危
険
ア
ソ
。
然

レ
ド
モ
肝
動
脈
－
一
動
脈
癌
等
ノ
病
援
ア
リ
ア
長
時
－
一

一日一
Y
血
行
障
碍
ア
Y

場
合
－
一
A

充
分
ナ
Y
副
血
行
ア
Y
ペ
キ
－
一
ヨ
リ
ノ
此
際
－
一
於
ク

Y
肝

動
脈
ノ
結
紫
A

支
障
ヲ
起
ス
コ
ト
ナ
カ
ル
ペ
シ
ト
云
へ

y
。

Z
Fz
r
E
氏
A

胃
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ノ
肝
動
脈
ノ
結
教
A

全
然
危
険
ナ
カ

y
ペ
ク
、
左
右
終
枝
ノ
一
ノ
結
染
－
一
ア
A

人
ノ
肝
臓
ノ
左
右
雨
葉
ガ
全
然
癒
着
セ

Y
ガ
故
－
一
何
等
ノ
危
険
ナ
カ

Y
ペ
ク
、
胃
十
二
指
腸
動
脈
分

岐
後
ノ
肝
動
脈
ノ
結
強
A

慢
性
ノ
疾
患
ア
リ
ア
其
経
過
中
充
分
副
血
行
ノ
形
成
セ
ラ
レ
ジ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ン
．
ρ
大
－
一
考
慮
ヲ
要
ス
ト
云
へ

u
y

。余
ノ
質
駿
ノ
結
果
A

此
等
諸
家
ノ
設
ト
梢
ヤ
異
Y
所
ア
リ
。
。

c
Z
E
E
C－
ピ
ま
ロ
氏
等
ノ
設
A

上
述
人
－
一
於
ケ

Y
諸
例
及
余
ノ
賞
験
ノ

結
果
ト
封
照
シ
テ
稿
集
天
的
－
一
過
グ

Y
傾
向
ア

y
。
反
之

E
z－－
E
－
含
氏
ノ
設
A

又
極
端
一
一
悲
観
的
ノ
傾
ア

y
。
同
ち
2
・0
吋
氏
ノ
結
裁
部
位
ガ

肝
臓
ニ
近
ク
ニ
従
－
プ
危
険
度
ヲ
増
加
ス
ト
云
へ
U

Y

A

余
ノ
貫
験
－
一
一
於
－
プ
A

固
有
肝
動
脈
迄
A

営

v
y
。
左
右
終
枝
ノ
一
ノ
結
紫
A

回
忌
2
2・氏

ト
異

y
余
ノ
貰
験
－
一
－
プ
A

安
全
率
最
高
キ
毛
ノ
ナ

y
。
耳
目
白こ］
信三

氏
A

何
等
ノ
危
険
ナ
カ

Y
ペ
シ
ト
云
フ
モ
、
。
日

g
氏
A

氏
ノ
例
－
一
－
プ
左
枝

ノ
結
猿
－
一
－
ア
左
葉
ノ
壊
死
ヲ
認
メ
タ

y
。
余
ノ
貫
験
－
一
ア
λ

五
O
折
ニ
於
ア
肝
臓
－
一
何
等
ノ
盤
化
ナ
カ
リ
キ
。

胃
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ノ

第
四
巻

F、
原

著

期

一一一一
一一
（第
t
m
波

一
五
）



第
四
巻

【
原
著
〕

結
繋

A
F
E－－gJ
Z
g］
由
主
雨
氏
共
全
ク
安
全
ナ
wy

ペ
ジ
ト
云
ア
モ
、
余
ノ
賞
験
ノ
結
果
－
一
ヨ
V

バ
庇
ニ
一
剛
氏
ノ
設
－
一
同
ジ
難
キ
ヲ
認
ム
。

右
胃
冠
動
脈
分
岐
前
ノ
結
染

A
F子
2
・2
・
氏

A重
大
ナ
Y
障
碍
ナ
カ
U
Y

ペ
シ
ト
云
へ

Y

モ
上
記
時
一三
で
氏
ノ
例
－
一
－

7
A
肝
臓
－
一
多
数
ノ
膿
蕩

ア
認
メ
余
ノ
賞
駿
ノ
結
果
－
一
ヨ
レ
．
ハ
固
有
肝
動
脈
ノ
結
鍛
－
一
衣
グ
危
険
牽
ア
リ
。
要
ス

Y

ニ
肝
動
脈
ガ
全
ク
無
用
ノ
長
物
ト

ジ
ア
存
在
ス
U
F

モ
ノ
ニ
非
M
Y

限
リ
般
A
T
多
少
ノ
副
血
行
存
ス

Y
ア
リ
ト
ス
UY

モ
其
結
染
ガ
多
少
ノ
障
碍
ヲ
肝
臓
－
一
起
シ
得
ペ
キ
可
能
性
ア

Y

コ
ト
A

寧
ロ
営

然

ノ
締
結
ナ
w
y

ペ
シ
。
印
チ

F、
g・2
・
氏
ヤ
ヨ
口
C
Z
E
氏
等
ノ
如
ク
何
レ
ノ
場
所
－
一
於
ヶ

Y
結
染
A

安
全
ナ

y
ト
断
定
ス
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ア

ヌ
ズ
ジ
ア
、
何
レ
ノ
場
所
ノ
結
染
モ
全
ク
安
全
ト
云
ヒ
難
キ
余
ノ
賞
験
成
績
ガ
人
－
一
於
ケ
UY

賞
駿
例
ト
封
照
ジ
－
ア
異
三
也
ジ
ト
云
A

ザ
M
Y

ペ
カ

ラ
ズ
。
只
ダ
比
較
的
ノ
安
全
度
ガ
何
レ
ノ
部
ノ
結
梨
ニ
存
ジ
、
最
大
危
険
度
ガ
何
レ
ノ
部
位
ノ
結
設
ご
存
ス

Y
あ
ヲ
定
ム

Y
程
度
ヲ
以
ア
満
足

ス
ペ
キ
性
質
ノ
問
題
ナ

Y

ペ
ジ
。
即
余
ノ
寅
験
ノ
成
績
ヨ
リ
ノ
究
ノ
如
ク
総
括

ス
。

摺z

二
二
附

（第
式
競

一
六
）

緯

括

一
、
肝
動
脈
ノ
本
幹
又
A

終
枝
ノ
結
梨
A

何
レ

ノ
庭
－
一
於
－
プ
ス

Y

モ
絶
封
的
－
一
安
全
ト
ス
ペ
キ
蕗
ナ
シ
。

ア
大
小
ノ
差
異
ア

Y

コ
ト
次
ノ
如
シ
。

（
イ
）
、
左
右
終
枝
ノ
一
ノ
結
繋
A

安
全
度
最
大
ナ

7
0

（
ロ
）
、
胃
十
二
指
腸
動
脈
分
岐
前
ノ
結
教
訓
安
全
度
二
於
ア
第
二
位
ナ

y
o

（
二
、
右
胃
冠
動
服
分
岐
前
／
結
紫
A

安
全
度
－
一
於
－
プ
第
三
位
ナ

y
。

で
一
）
固
有
肝
動
脈
ノ
結
設
A

何
レ
ノ
慮
ニ
於
－
プ
ス

Y
毛
危
険
度
最
大
ナ

y
。

二
、
副
血
行
ノ
遮
断
ァ
目
的
ト
ス
u
y
肝
動
脈
ノ
部
分
的
切
除
－
一
一
於
－
プ
A

（
イ
）
、
終
枝
ノ
プ
ノ
切
除
安
全
率
最
大
ナ

7
0

（
ロ
）
、
固
有
肝
動
脈
ノ
切
除
ニ
於
’
プ
A

軍
一
ナ

Y
結
致
－
一
比
シ
，
プ
危
険
度
夏
－
一
大
ナ

y
。

〈
二
、
固
有
肝
動
脈
及
左
右
終
枝
Y
字
放
切
除
－
一
於
ア
A

副
血
行
ノ
遮
断
前
項

一一
比
シ
夏
二
完
全
ナ
Y
ガ
品
局
、
危
険
度
モ
亦
夏
－
－
大
ナ

9
0

只
ダ
其
危
険
度
又

川
安
全
度
－
一
於
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ミ
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盤
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醤
ミ
誕
生
時
~
ヨ
く
星
空
饗
掛
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ヘ
＋
＜
毛

rn
~
く
倒
ト
位
制
民
話
ι
1

！
謡
選
主
主
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ヘ
保
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ヘ
~
著
者
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ふ
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醤
ゃ
く
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摂
裁
が
ふ
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く
刊
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m
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マ
庁
星
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餐
ヘ
査
部
民
臥
~
(
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~訴ト
~'1~怒

鳴

「
取
ー
》
J
~
~
ま
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ふ
都
民
謡
ヘ
型
式
器
製
~
~
u
革
代
ミ
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ホ
ミ
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~

。

同
P
話
芸
饗
ヘ
酪
宮
室
頃
~
~
鰻
鐘
れ
回
宰
ム
代
ミ
｝
十
ト
憲
く

ram:十
1
1
~
望
室
宿
題
〈
長
言
語

~~
rn 
p、
何
~
$
主
~
~
<r{l
ィ
民
主
面
星
雲
ヘ
$
鑑
ト
噌
w
Iii"ι
代。
掛

l
，
ト
ミ
提
訴
や
〈
く
刊
斗
ム
E
詮
11
G詰
m
m
:
+
1
1
鍵
盤
家
事
Lt:-H-
11 
~
之
代
込

一 語
審
醤
ヘ
堤
毒
事

11
•I-\
く
置
吾

Lヒ
ヘ
埠

1鐙
高
温
持
桝
令
ト
ミ

n
，ι
弘
司
史
〉

ト
ミ
Y
b
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主
要
文
献

1) 
A
l
e
s
s
a
n
d
r
i
,
 
U
n
 caso 
di 
r.neurisma 

dell' 
arteria 
epatica. 

A
 tti 
della 
Societa 
itali
an
a
 di 
chirurgia 

V
.
 
18. 
R
o
m
a
.
 
T
i
p
o
g
r・
Artero.

Ref.: 
Jahresbericht 

iiher 
die 
Forts
chritte 
auf d
e
m
 Gebiete 

der 
Chirurgie 

1905, 
Jg. 
11, 
S. 
915. 

2) 
A
l
e
s
s
a
n
d
r
i
 R., 
Lesione del r

a
m
o
 destro dell' 

arteria epatica durante u
n
a
 colecistect

n
m
i
a
 per 
calcalosi. 

A
t
 ti 
della 
R
.
 
A
ca
d
e
m
i
a
 m
e
d
i
c
a
 a
 R
o
m
a
 1908. 

Ref.: 
Iuid
e
m
 1908, 
Jg. 
14, 
S. 
800. 

3) 
A
r
t
h
a
u
d
 G., 
et 
L. 
B
u
t
t
e
,
 
Aclion 
d
e
 la 
lig.iture 
d
e
 l'a
rl
e
re 

li•:,patique, 
(snr 
la 
fonction 

glycogenique 
d
u
 
foie）

.
入

τchi1•es
d
e
 physiologie 

n
o
rma¥
e
 el 

pathologique 
1890, 
A
n
n
e
e
 22, 
p. 
168. 

4) 
B
a
k
e
s
,
 
Diskussionsbeme1k:wg. 

V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
~
e
n
 
der 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Gesellschaft 

ftir 
C
h
irnr
gie 
1904, 
33. 
Congress, 

I, 
S. 
82. 

5) 
B
a
r
o
n
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
 
Blutlose 

Leberoperationen. 
Zentralblatt 

f社
r
Chirurgie 

1
9
1
0
,
 Nr. 
49, 
S. 
1457. 

6) 
B
a
r
u
c
h
 M
a
x
,
 Z
u
r
 
Pathologie 

des 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
s
 der Leberarterie. 

Eeitri¥ge
川
klinischen

Chirurgie 
l¥JliJ, 
Bd. 
95, 
S. 
502.'
 

7) 
B
e
r
e
s
n
e
g
o
w
s
k
i
 N., 
Z
u
r
 Frage der morpholog1schen Ytrcinc¥erungen der Leber n

a
c
h
 
U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 
der 
Leberarterie. 

Russ. 
A
r
c
h
i
v
臼
I
Chirurgie 

1906. 

Ref.: 
Zentrnlblall 

fiir 
Chirurgie 

1908, 
I¥r. 
5, 
S. 
151. 

8) 
B
e
t
z
 W
l
a
d
i
m
i
r
,
 
V
e
b
e
r
 clen 
Blutstrom 

in 
der 
L
eb
erarterie. 

Zeitschtift 
flir 
Rationelle 

l:Vledicine 
1865, 
3. 
Reihe, 
B<l. 
18, 
S. 
44. 

9) 
B
i
c
k
h
a
r
d
t
 J. 
i;
ncl 
E
.
 S
c
h
u
m
a
n
n
,
 
Beitrage 

zur 
Path
ologie 
des 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
 der 
A
 te1 ii 
hepatica 

propria. 
Deulsches 

A
r
c
h
 iv 
fiir 
kliniscl>P 

Mecli
zin 

1907, 
D
d
.
 
9
0
，
日
.
289. 

10) 
B
o
d
e
 E
r
n
s
t
,
 
r’fortaderthroml>ose u

n
d
 
Leberaneurysma, 

e•n 
Beilrag 
zur 
i¥bdominalchirnrgie. 

Beitrage
四
r
klinischen 

Chirurgie 
1909, 
B
d
.
 
64. 
S. 
503. 

綾
田
~
【
民
仰
】
E奈

1111
同
（
者
主
催
苦
言
I
 4J) 

'" ,. 



総
g
r
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峰
神
】
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（
最
長
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11) 
B
u
d
d
e
,
 
Beitrage 

zur 
K
e
n
n
t
n
i
s
 
der 
T
o
p
o
g
r
a
p
h
i
e
 
der 

n
cwm~len 

A. 
hepatica 

u
n
d
 
ihrer 
Varietaten 

s~wie 
der 
Blutversorgung 

cler 
L
e
b
e
r.
 D

e•.1tsche 

Zeitschrift 
fiir 
C
h
irurgie 
Hl07, 
Bd. 
86, 
S. 
18. 

12) 
B
u
r
d
e
n
k
o
,
 
U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 der 
Art. 
hepatic
a
 mit 
g
leichzeitiger 

oder
、
or!
附
品
eh
encl
er
¥'ascularisation 

der 
L
e
b
e
r
 
<lurch 
A
n
n
J
.
h
u
n
g
 
des 

Net~es. 
Russ. 

chir. 
Arch. 
l
 r. 
l, 
p. 
1
日.
Ref.: 
Jahresbericht 

iil,er 
die 
Fortschritte 

auf d
e
m
 Gebiete 

der 
Chirurgie 

1911, 
Jg. 
17, 
S. 
6
5
2
.
 

13) 
B
u
r
k
h
a
r
d
t
,
 
F<ir
ts
ch
出
te
auf d
e
m
 Gebiete 

cler 
Lel
同
r
u
n
d
 des 
Pankrcas. 

'.¥liin
chrner 
meditinische 

W
o
c
h
e
n
s
chrift 
1913, 
Jg. 
60, 
N
n. 
21, 
S. 
11
55. 

14) 
C
h
i
a
r
i
,
 
Berstung 

eines 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
s
 der 
Arte
円
a
cyst
ica 
in 
die 
gallenblase 

mil 
tOdtlicher 

Blutun~・
Pr

ager
medizinische 

¥
Y
o
c
h
e
n
s
chrift 
1883, 
Jg, 
8, 

N
r
o
.
 
4, 
S. 
33. 

15) 
C
o
h
n
h
e
i
m
 J
u
l
.
 

Ln•I M
,
 L
i
t
t
e
n
,
 
U
e
b
e
r
 Circulati

u
nsslorungen 

in 
dcr 
Leber. 
A
r
c
h
i
v
 
fiir 
p
a
t
h
o
l1
》g
isch
e
A
n
a
t
o
m
i
e
 
u
n
rl
 Physiologie 

u
n
d
 
fiir 
l、li
n
:sd1e

M
e
d
i
c
』n
1876, 
lld. 
1>7, 
S. 
153. 

16) 
C
o
n
s
e
n
t
i
n
o
 A
n
d
r
e
a
,
 
L
e
 alterazioni 

del 
fegato 
in 
seguito 
a
ll
'ische
m
ia. 
II 
l'oliclini
co, 
Se,
ione 
chirurgi
ca 
190ti, 
Vo!. 
J
:J, 
p. 
445. 

17) 
D
e
a
n
 G
.
 a
ロ
d
A
,
 W
.
 F
a
l
c
o
n
e
r
,
 
A
n
e
u
r
y
s
m
 of 
the 
hepatic 
artery. 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
 
medical 
J
o
u
r
m
l
 1
9
1
2
,
 V
ol. 
8, 
p
.
 124. 

18) 
D
e
n
i
s
 G
,
 
z
e
s
a
s，
υ
司
S
A
n
ea
rys1na 
der 
Arteria 
hepatica. 

l'
orl
sch
ritt
e
 der 
ll!ediLin 

1910, 
Nr. 
42-・lA. 

Ref.
：
χentra’blatt 

fiir 
Chirurgie 

l¥ll1, 
l¥
r. 

~： 9, 

s. 
1319. 

r
n
)
 D
r
y
a
r
i
e
r
 C. 
et 
J
.
 
C
a
s
t
a
i
g
n
e
,
 
,¥I
terat
ions 
d
u
 fo
ie 
consecutiv

目
邑
la
ligature 
d
e
 l’artere 

hepatique. 
Bull. 
d
e
 
la 
S
叫
.
a
n
ユt
け
m
.
74. 
annee, 
p. 
329. 

R
e
f.
 :
 Centralblatt 

fiir 
die 
Grenzgebiete 

der 
:lledi
zi
n
 u
n
d
 
Chirurgie 

l!JOI
,
 Bd. 
4, 
;¥ r. 
4. 
S. 
lli¥:i. 

20) 
E
h
r
h
a
r
d
t
 O
s
c
a
r
,
 
T,'el
》er
die 
F
o
l
g
t
n
 
der 
L
’nt
erl
川
1d
u
n
g
grosser Gefassst

a
m
m
e
 in 
der 

L
e
b
er・
＼

＇e
rhandl

川
l\(•: n
<ler 
D
e
u
l
s
ch
e
n
 C
e
町
llschaft
fur 
C
h
i
τurg;
ie 

1902, 
31. 
Congres>, 

II, 
S. 
5
4
4
.
 

21) 
1•. 
E
i
s
e
l
s
b
e
r
g
 A
.
 F., 
U
e
b
e
r
 die 
¥la
ge
nre
sel
；、tiu
山
n
u
n
d
 
Gas~rοenterost0111ie 

in 
Prof. 
Billr
o
th's 
Klinik 
v
o
n
 
~
Hi.r z 
1
8
8
5
 bis 
O
c
t
o
b
e
r
 
18X9. 
Archi'' 
flir 

klinische 
C
h
i
r
u
r
~
i
e
 
1889, 
Rd. 
39, 
S
.
 78.). 

22) 
G
e
r
a
u
d
e
l
,
 
L
a
 ci1cubtion sanguine d

a
n
s
 le 
f,_.ie. 
l'resse 

~led. 1907, 
N'r. 
31. 
Ref.: 
J.ihre

奇berich
t
iiber 
die 
Fortschritte 

auf d
e
m
 l;ebiete 

Jer 
Chirurgie 

1908, 
J
g
.
 1
 ：：，
日
.
s::2
.
 

23) 
G
o
l
d
m
a
n
n
 E
d
w
i
n
 E., 
D
i
e
 
auszere 
u
n
d
 
innere 
Se'.u
e
t
i
o
n
 
des 
g
e
s
u
n
d
e
n
 
u
n
d
 k
r
a
n
k
e
n
 O
r
g
a
nisnrns 
i
m
 
Lichte 
der “
v
ita Jen 
F
川
1
川
n
g
’＇
.，
lleit
ra
ge 
zur 

klini
.,cli<n 
C
liirurgie 

1909, 
Bd. 
()4, 
S. 
192. 

24) 
G
r
u
n
e
r
t
,
 
U
e
b
e
r
 <las 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
 der 
Arleria 
h
e
p
凡
tica
D
e
u
t
s
c
h
e
χ
e
ilschri
「t
fiir 
C
h
i
n
n
品
ie
1904, 
Bd. 
71
，
只
.
158. 

2.'J) 
G
u
i
b
e
 et 
H
e
r
r
e
n
s
c
h
m
i
d
t
,
 
K
y
s
t
e
 hydatique 

p
とdi
cul
と
d
u
lobe 
ca1r
岳
山
fo
ie
.
Exstirp
山
un.
M
o
r
t
 
山
ec
p
h
e
n
o
m
e
n
e
s
 
d'ins
洲
町
nee
h
e
p
a
li'}u
e. 
Auto-

digestion 
gastrique. 

Bull. 
et 
m
e
m
.
 d
e
 
la 
S
oc. 
anat. 
1907, 
Nr. 
2. 
Ref.: 
Jahresbericht 

iiber 
die 
Fortschritte 

auf d
e
m
 Gebiete 

der 
Chirnrgie 

1907, 
Jg. 

13, 
s. 
830. 

26) 
H
a
b
e
r
e
r
 H
a
n
s
,
 
E
x
p
erimentelle 

U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 
der 
Leberarterie. 

A
r
c
h
i
v
 
filr 
klinische 

Chirurgie 
1905, 
lltl. 
78, 
S
.
 55
7
.
 

27) 
D
e
r
s
e
l
b
e
,
 
Diskussionsbemerkung. 

Zentralblatt 
ftir 
Chirurgic 

1911, 
Nr. 
29, 
Beilage, 

S. 
97. 

28) 
H
a
h
n
 M., 0. 
M
制
s
e
n
,
M
.
 N
e
n
c
k
i
,
 u
n
d
 J
.
 
P
a
w
l
o
w
,
 
D
i
e
 Eck'sche 

Fistel 
zwischen 

der 
unteren 
H
o
h
l
v
e
n
e
 
n
n
d
 
der 
P
f
，
川
ader
u
n
d
 
ihre 
Fol
ge
n
 

fiir 
d
e
n
 O
r
g
a
n
i
s
m
u
s
.
 
A
r
c
h
i
v
臼
r
experimentelle 

l'athol
ogie 
u
n
d
 
Pharma.kologie 

1893, 
B
d
.
 
32, 
S. 
161. 

29) 
H
a
n
s
o
n
 A
.
,
 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
 arteriae 

hepatica
e. 
H
y
g
i
a
e
a
 1897, 
p. 
417. 
(Schwedisch) 

Ref.: 
Jahresbericht 

ill.ier 
die 
Fortschritte 

auf 
<lem
《
油
iele
der 



Chirurgie 
1898, 
Jg. 
3, 
S. 
726. 

3
0)
 H
e
n
l
e
,
 
E
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n
 d
田
Pfortader-

u
n
d
 L
eberar
teritnblutes 

zur 
Bereilung 

der Galle. 
Nachr. 
<l
.
 G.
八
Univ.
u
.
 Gesellsch. 

d. 
¥Vi
田
.
zu 
Gott., 
1861, 

Nr. 
20. 
Rer.: 
S
c
h
m
i
d
f
s
 Jahrbiicher 

der 
in 
u
n
d
 auslandischen 

ges:unmten 
Medicin 
1862, 
Bd. 
114, 
S. 
169. 

31) 
J
a
n
s
o
n
 Carl, 
U
e
l
町
Leberveranderungen

n
a
c
h
 
Unterbindung 

der 
Arter 
hepatica. 

Htitrage 
zur 
pathologischen 

A
n
a
t
o
m
i
e
 
u
n
d
 
zur 
allgemeinen 

Pathologie 
1895, 
Bd. 
17, 
S. 
505. 

3
2）
玄
e
h
r
H
a
n
a
,
 
D
e
r
 ersle 
Fall 
v
o
n
 
erfolgreicher 

Unterbindung der 
Art. 
hepatica 

propria 
w
e
g
e
n
 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
.
 
Miinchener 

medizinische 
W
o
c
h
e
n
s
c
h
r
i
合

1903, 
Jg. 
50, 
N
o
.
 43, 
S. 
11861. 

3il) 
D
e
r
s
e
l
b
e
,
 
D
i
e
 U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 der 
Arteria 
hepatica 

propria 
w
e
g
e
n
 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
.
 
D
i
e
 
in 
mciner 
Klinik 
geiibte 
Techn'ik 

der 
Gallensteinoperationen 

m
i
t
 

台
i
n
e
m
H
i
n
w
e
i
s
 auf die 

Indikationen 
u
n
d
 
die 
Dauererfolge 

1905, 
Miinchen, 

Theil 
1, 
S. 
283. 

34) 
D
e
r
s
e
l
b
e
,
 
U
e
b
e
r
 die Stillung der Blutung aus der Art. 

cystica 
durch 
Un'.erbindung 

der 
Art. 
hepatica 

propria. 
Miinchener 

mcdizinische 
Wochenschrift 

1909, 
Jg. 
56, 
N
o
.
 5, 
S. 
237. 

35) 
D
e
r
s
e
l
b
e
,
 
D
i
e
 U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 der 
Art. 
hepatica. 

N
e
u
e
 deutsche 

Chirurgie, 
herausgegeben 

v
o
n
 
P. 
v
o
n
 
Bruns 
in 
Tiibingen, 

1913, 
S
tuttgart, 

Bd. 
8, 

C
h
irurgi
e
 der Gallenwege, 

S. 
151. 

36) 
D
e
r
s
e
l
b
e
,
 
D
a
s
 A
n
e
u
r
y
s
m
a
 der 
Art. 
hepatica. 

Ebendaselbst 
S. 
166. 

日
7）
清
野
謙
攻
，
生
櫨
色
素
掻
取
研
究
ノ
現
況
．
日
新
盤
撃
第
四
年
第
四
巻
第
七
波
，
第
八
務
大
正
凶
年
．

38) 
K
u
t
h
e
 F. 
P
h
.
,
 
B
e
z
i
e
h
u
n
g
 d. 
l'lortader-

u
n
d
 Leberarterirnblutes r.ur 

Bereitung der 
じ
alle.
Studien 
des 
physi

り
1.
Inst.

引
1
A
m
s
t
e
r
J
a
m
,
 
v
o
n
 A. 
Heynsius, 

1881, 
p. 
20-39. 
Ref.: 
S
c
h
m
i
d
t’s
 Jahrbiicher 

der 
in-
u
n
d
 ausllindischen 

g
e
s
a
m
m
t
e
n
 :¥fedicin 

1862, 
Bd. 
114, 
S. 
158. 

39) 
L
a
n
g
e
n
b
u
c
h
 C., 
D
a
s
 A
n
e
u
r
y
s
m
a
 der l
油
εrarterie,

Deutsche 
Chirurgie, 

herausge5eben 
v
o
n
 
E. 
v. 
B
e
r
g
m
a
n
n
 u
n
d
 
l'. 
B
r
u
n
ョ
1897,
Stuttgart, 

Lieferung 

45c, 
2. 
Halfte, 
Chirurgie 

der L
e
b
e
r
 u
n
d
 Gallenblase 

2. 
Theil, 
S. 
67. 

40) 
L
e
d
i
e
u
,
 
A
n
e
u
r
y
s
m
a
 u
n
d
 Oblit

目
ation
der 
Art. 
hepatica, 

mit 
Alhl!lminurie, 

Anasarkn, 
Ascites 
n
n
d
 
F
ortdauer 

der 
Gallensekreti

o
n. 
Journ. 
d
e
 
Bord. 

M
a
r
s
 1856. 
Ref.: 
S
c
h
m
i
d
t’s
 J
 
ah
 rbiicher 
der in
・
u
n
d
auslandischen 

g
e
s
a
m
m
t
e
n
 Medicin 

1857, 
Bd. 
93, 
N
o. 
1, 
S. 
56. 

41) 
M
c
D
i
l
l
 J
o
h
n
 R
.
,
 
Bloodless 

surgery 
of the 
liver. 
T
h
e
 Journal 

of the 
Americ:rn 

medical 
Association 

1912, 
Vol. 
59, 
No. 
1-1, 
S. 
12
8
'1. 

42) 
森
武
美
，
肝
動
脈
結
紫
後
＝
後
生
ス
ル
肝
臓
壊
痕
＝
謝
ス
ル
珠
防
的
手
術
＝
就
テ
ノ
動
物
賓
験
．
日
本
外
科
事
合
雑
誌
、
第
十
七
回
第
三
波
大
正
五
年
．

43) 
N
a
r
a
t
h
 A
.
,
 
U
e
b
e
r
 die 
U
n
l
e
r
b
i
n
d
u
n
g
 der 
Arteria 
hepatica. 

Beitriige 
zur 
klinischen 

Chirnrgie 
1909, 
Bd. 

6
~
，
え
.
504. 

44) 
N
i
c
o
l
e
t
t
i
 V
i
n
c
e
n
z
o
,
 
L
a
 legatura 

dell’
arteria 
epatica 
e
 dei 
su
o
i
 rami
.
 11 
P
oliclini
co, 
sez. 
chirurgica 

l¥llO, 
A
n
n
u
 
17, 
Vol. 
17, 
Fct
s.:. 
2, 
p
.
 49. 

Fnsc. 
:l, 
p. 
124. 

45) 
R
e
i
n
h
a
r
d
t
 A
d
.
,
 
Jntraperitoneale 

Blutung infolge 
isolierter 

Zer:・eissung 
eines 
A
弓le>
(A rte1 ia 
phrenica) 

d
er
 linken 
Le¥Jerarterie.

わ
eut
sche
7e
itschrift 

fur 
Chirurgie 

1913, 
E
d
.
 122, 
S. 
:JO¥J. 

4
fl)
 R
i
o
-
B
r
a
n
c
o
 P
.
 d
o
,
 
Essai 
sur 
i’anatomie 

et 
la 
m
e
d
e
c
i
n
e
 
operatoire 

d
u
 
tronc 
coeliaque 

et 
d
e
 
ses 
branches, 

d
e
 
l’山
terc
hepatique 

en 
particulier. 

Ref.: 
Zentralblatt 

fiir 
Chirurgie 

1912, 
Nr. 
32, 
S. 
1098. 

4i) 
S
i
m
o
n
 d
e
 M
e
t
z
,
 
L
a
 secrealion d

e
 la 
bil
e.
 Journal 
des 
progres 
des 
sciences 
m
e
d
i
c
ales, 
t. 
7, 
p. 
21
リ.
Ziliert 
n
a
c
h
 
Ore, 
in 
Fonclion 

d
e
 Ia 
veine 
porte. 

Journal 
d
e
 l'anatomie 

et 
d
e
 la 
physiologie 

normales et 
pathologique 

d
e
 l
'
h
o
m
m
e
 et 
des 
a
n
i
m
a
u
x
 
1864, 
A
n
n
o
 1, 
p. 
5
)
6
.
 

4
8
}
 
S
t
e
c
k
e
l
m
a
c
h
e
r
 
S
i
e
g
f
r
i
e
d
,
 
Experimentelle 

N
e
k
r
o
s
e
 
u
n
d
 
Degeneratirn 

der 
Leber. 
Beitrage 

zur 
patholog

悶
c
h
e
n
A
n
a
t
o
m
i
c
 
un
,i
 zur 
allgemeinen 
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Pathologie 
1914, 
Dd. 
57, 
S. 
314. 

49) 
Stolnikow, 

Die 
Stelle 
vv. 
hepaticarum 

im 
L
eber-
und 
gesarnmten 

Krcisla・Jf. 
Archiv 
ftir 
die 
ιesarnrnte 

Physiologie 
des 
l¥fcnsch

印
und
der 
Thiere 

1882, 
Bd. 
28, 
S. 
255. 

50) 
Tischner 

R., 
Vergleichende Untersnchung znr Pathologie 

der 
Leber. 
Arch iv 
for 
pathol
ogische 
Anat
り
rnie
und 
Physiologie 

und 
fiir 
klinische 
Medizin 

1904, 
Bd. 
175, 
S. 
00. 

51) 
Tuffier, 
Anevrysme de 

l'artere 
hepatique. 

P
w唱
e
med. 
1909, 
18, 
p. 
15
3. 
Ref.: 
Jahresberi
cht 
iiher 
die 
Fortsch
口
tte
auf de
m
 Ge
l
』iete
der 
Chimrgie 

1900, 
Jg. 
15. s. 
941. 

52) 
W
e
n
d
e
l
 Walther, 

Beitrage
叩
r
Chirnrgie 
cler
 .Leber. 
Archiv 
fiir 
klinische 
Chirurg;e 

191 J, 
Bel. 
Q;3
，
氏
887.

53) 
Winternitz, 

T
h
e
 effect 
of oc
clusi .. n
 of 
the 
various 
hepatic 
vessels 
uprn 
the 
liver. 
Bu
ll. 
of 
the 
Johns 
Hopkins 
H
osp
ital 
1911, 
November. 

Ref.: 
χentralblatt 

fUr 
Chirurgie 

1912, 
N
 r. 
15, 
S. 
503. 

R
e
s
u
m
e
.
 

S
i
n
c
e
 
S
i
m
o
n
 
d
e
 
M
e
t
z
,
 
a
b
o
u
t
 
a
 c
e
n
t
u
r
y
 
a
g
o
 
(I 8
2
8
)
,
 
h
a
d
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
e
d
 
o
n
 
p
i
g
e
o
n
 
h
o
w
 th
e
 ligation 

of 
its 
hepatic 

artery 
a
仔
ects
t
h
e
 
secretion 

of bile, 
full 
m
a
n
y
 a
u
t
h
o
r
s
 
m
a
d
e
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 
o
n
 this 
subject, 

a
m
o
n
g
 
w
h
o
m
 
C
o
h
n
h
e
i
m
 
a
n
d
 

Litten 
(
1
8
7
6）日
rst
o
b
s
e
r
v
e
d
 
t
h
e
 
necrosis 

of 
liver 
followi
噌
this
operation, 

a
n
d
 after 
h
i
m
 there 
is 
n
o
 a
u
t
h
o
r
’
w
h
o
 d
o
e
s
 

n
o
t
 deal 
w
i
t
h
 
the 
necrosis 

of 
t
h
e
 
liver 
in 
the 
studies 
o
n
 
this 
subject. 

B
u
t
 as 
to 
t
h
e
 
e
仔
ect
of 
t
h
e
 
ligation 

of t
h
e
 artery 

to 
t
h
e
 
liver 
there 
a
r
e
 
m
a
n
y
 contradictory 

opinions 
e
v
e
n
 
in 
the 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 in 
t
h
e
 
s
a
m
e
 species 

of 
animals. 

A
c
c
o
r
d
i
n
g
 

to 
t
h
e
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
of the 
a
b
d
o
m
i
n
a
l
 
surgery, 

the 
oftener 

the 
s
u
r
g
e
r
y
 
of 
t
h
e
 
liver, 
gallbladder, 

bileduct, 
s
t
o
m
a
c
h
 
o
r
 

d
u
o
d
e
n
u
m
 is 
p
は
cticed,
n
o
 doubt, 

t
h
e
 
oftener 
t
h
e
 
c
h
a
n
c
e
 
is 
b
r
o
u
g
h
t
 
forth 
to 
c
o
m
e
 into 
c
o
n
t
a
c
t
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
hepatic 

artery. 

T
h
u
s
 t
h
r
o
u
g
h
 t
h
e
 p
r
i
m
a
r
y
 
disease 
of t
h
e
 
artery 
itself, 
or 
b
y
 t
h
e
 
s
e
c
o
n
d
a
r
y
 
c
h
a
n
g
e
 b
r
o
u
g
h
t
 
forth 
b
y
 the 
disease 
of t
h
e
 

n
e
i
g
h
b
o
r
i
n
g
 organs, or b

y
 a
n
 accidental injury of t

h
e
 
a
巾
r
y
or 
o
n
e
 
of 
its 
branches, 

it 
m
a
y
 h
a
p
p
e
n
 tl
凶
o
n
e
is 
c
o
m
p
e
l
l
e
d
 

to 
ligate 
t
h
e
 
o
n
e
 
o
r
 
the 
other, 
as 
K
e
h
r
 a
n
d
 m
a
n
y
 others h

a
v
e
 a
l
r
e
a
d
y
 
d
o
n
e
.
 
It 
is 
n
o
t
 t
h
e
n
 utterly useless 

for 
s
u
r
g
e
o
n
s
 

to 
s
t
u
d
y
 
w
h
a
t
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
 
t
h
e
 
ligation 

of t
h
e
 
hepatic 

artery 
brings 
o
n
 to 
t
h
e
 
liver 
a
n
d
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
t
l
y
 
to 
t
h
e
 
life 
of 

t
h
e
 
animals. 

T
h
e
 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
 
w
e
r
e
 
m
a
d
e
 
o
n
 
rnbbits 

a
n
d
 
consist 
of 
four 
series, 
viz. 
:
 E
x
p
e
r
i
r
n
.
 
r. 
L
i
g
a
t
i
o
n
 
of the 
hepatic 

artery 
just 
before 
t
h
e
 
r
a
m
i
日
cation
of 
t
h
e
 
g
a
s
t
r
o
d
u
o
d
e
n
a
l
 
artery. 



E
x
p
e
r
i
m
.
 
2
.
 
Ligation 

of 
the 
artery 
just 
before 
the 
rami
日cation
of 
the 
superior 

pyloric 
artery. 

E
x
p
e
r
i
m
.
 
3
・
Ligation

of the 
proper 
hepatic 
artery 
(A. 
bepatica 

p
r
o
p
山）．

E
x
p
e
r
i
m
.
 
4
・
Ligation

of 
the 
right 
or 
left 
(terminaり

branch.
T
h
e
s
e
 
operations 

w
e
r
e
 
p
e
r
f
o
r
m
e
d
 
u
n
d
e
r
 
the strictest 

cat
・e
of asepsis, a

n
d
 after d
e
a
t
h
 or slaying 

of 
the 
a
n
i
m
a
l
 
a
 p
i
g
m
e
n
t
 fluid 
w
a
s
 i吋
ect
巴d
into 
the 
thoracic 

aorta 
to 
ascertain 

w
h
e
t
h
e
r
 the 
artery 
is 
severed 
at 
the 
desired 
place, 
a
n
d
 w
h
e
t
h
e
r
 
a
n
y
 collateral 

circulation 
exists 
or 
not. 
In s
o
m
e
 cases 

the 
state 
of 
the 
necrosis 

of 
the 
liver 
w
a
s
 studied
-
b
y
 the 
vital 
staining. 

In 
consideration 

o
f
 the 
results 
of 
the 
experiment, 

I
 ob
s
e
r
v
e
d
 
t
h
e
m
 f
r
o
m
 
three 
directions, 

viz.
日
rstly,
the 
safety 

g
r
a
d
e
 that 
is 
the 
n
u
m
b
e
r
 o
f
 animals 

in 
the 
liver 
of 
w
h
i
c
h
 
n
o
 c
h
a
n
g
e
 is 
noticec.ble either m

a
c
r
oョcopically

or histrogically, 

secondly, 
mortality 

rate 
of 
animals, 

a
n
d
 
thirdly 
the 
bull
王
of
the 
necrosis. 

T
h
e
 following 

is 
the 
brief 
s
u
m
m
a
r
y
 of 
the 
results 
of 
the 
experiment. 

r. 
A
c
c
o
r
d
i
n
g
 
to 
the 
results 
of 
m
y
 experiment, 

there 
is 
n
o
 place 
in 
the 
hepatic 
artery, 
w
h
e
r
e
 
it 
c
a
n
 
b
e
 
ligated 

with 
absolute 

safety 
for 
the 
liver, 
contrary 

to 
the 
opinions 

of 
H
a
b
e
r
e
r
 a
n
d
 Nicoletti. 

B
u
t
 
as 
l
o
n
g
 
as 
the hepatic artery 

exists 
not 
as 
a
 useless 

superfluity, 
this 
is 
a
 m
a
t
t
e
r
 
o
f
 course, 

b
e
c
a
u
s
e
 
a
l
t
h
o
u
g
h
 
there 
ar
じ
o
n
e
or 
t
w
o
 of 
the 
large 

anastomotical 
bra
町
hes
in 
the 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 
I
 (superior 

pyloric 
a
n
d
 
gastro

・d
u
o
d
e
n
a
l
a
巾
巾
s)
a
n
d
 
2
 
(superi
o
r
 pyloric), 

that 
the 
s
u
p
p
l
y
 
of 
the 
arterial 

b
l
o
o
d
 
b
y
 
these 
branches 

is 
far 
less 
t
h
a
n
 
that 
b
y
 the 
natural 
c
h
a
n
n
e
l
 
of 'the 
hepatic 

artery, 
is 
s
h
o
w
n
 b
y
 the 
ね
ct
that 
in 
m
匂
ority
of 
the 
animals 
(5/7 
in 
the 
e
x
p
e
r
i
m
.
 
I, 
7/8 
in 
the 
e
x
p
e
r
i
m
.
 
2) 
the necrosis 

w
a
s
 found in 

the 
liver 
e
v
e
n
 
in 
these 
experiments. 

A
c
c
o
r
d
i
n
g
l
y
 
in 
the 
studies 
of 
the 
ligat
io
n
 
of 
the 
hepatic 
artery, 
the 

solution 
of 
the 
p
r
o
b
l
e
m
 
is 
limited 
in 
the 
circle 
of s
i
m
p
l
y
 
d
e
t
e
r
m
i
n
i
n
g
 
w
h
i
c
h
 place 
of 
ligation 
is 
safer or m

o
r
e
 d
a
n
g
e
r
o
u
s
 

t
h
a
n
 
the 
other, 
thus :
 

a) 
T
h
e
 liσation 

of 
the 
riσht 
or 
left 
terminal 

b
r
a
n
c
h
 
is 
the 
safest. 

ノ
b

b
 

b) 
T
h
e
 ligation 

of the 
artery 
ji:凶
before
the 
ramification 

of 
th
e
 gatsro-duodenal a

巾
ry
is 
the 
s
e
c
o
n
d
 
in 
safety. 

c) 
T
h
e
 lig
a
tion 
of 
the 
artery 
just 
befo
日
the
r;uni 
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the second in danger. 

d) The ligation of the Arteria hepatica propria is most dangerous. 

2. By the simple ligation at any place of the hepatic artery, it is impossible to shut off all the circulation by 

anastomosis and collateral vessels. So I intended to study how the resection of the artery affects the blood supply to 

the liver, as th巴 circulationby anastomosis or collateral branches is effected mostly by the presence of the hepatic 

artery or its branches, and therefore, the resection of the artery in巴vitablyinterferes with the circulation by anastomosis 

and collュteralvessels. The results孔rebt允日ysummarised as follows. 

e) The res巴ctionof the right or left terminal branch is the safest (no cha1 e in the liver in 1/2 of the cases). 

f) The 陀sectionof the Arter i品 hepaticapropria is much more da咋erousthan the simple ligation of that part of 

the artery. 

g) The 町sectionof the Y-form part of the A. hepatica propria together with the both tεrn 

more da昭 erousthan the experiment under (f). 

h) The resection of the artery from the part just before the rami日cati0nof the gastroduodenal artery below to 

the right and left terminal branches shuts off almost the supply of the arterial blood for the liver, and therefore the 

danger is the greatest in this experiment. 

3. In rabbits it is most difficult to shut o仔thesupply of the arterial blood to the right posterior lobule. 

4. The danger to the life of the animal depends to a certain degree rather upon the direct communication of the 

necrosed part 0f the liver with the peritoneal cavity than the bulk of the necrosis. Then it will be a proper procedure, 

if one is compelled to ligate the hepatic artery by an inevitable cause, to try to facilitate the discharge of the necrosed 

part out of the abdominal cavity by incerting drains he1 e and there. 

5. The best measure for shuttig o仔thesupply of the arterial blood for the liver is to resect the hepatic artery 

as the experiment under (h), and next to this is the Y-form resection as under (g). 


